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約
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潛
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に

つ
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て
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陶

潛

傳
は

『

宋

書
』

『

晉
書
』

及

び

『

南
史
』

に

収
め

ら

れ

て

お

り
、

他
に

梁
・

蕭
統
の

「

陶
淵

明
傳
」

が

あ

る
。

こ

の

う
ち

『

宋

書
』

陶

潛
傳
と

『

晉

書
』

陶
潛

傳
を

比
べ

て

み

る

と
、

内

容
に

大

き

な

違
い

が

あ

る
。

す

な

わ

ち

『

宋

書
』

陶
潛
傳
の

字
数
は

『

晉

書
』

の

ほ

ぼ
二

倍
も

あ

り
、

ま

た

潛
の

作
品
の

引
用

も
、

『

晉
書
』

は

「

五

柳

先
生

傳
」

と

「

歸
去

來

辭
」

だ

け
で

あ
る

の

に
、

『

宋

書
」

に

は

更
に

「

與
子

儼

等
疏
」

「

命

子
詩
」

を

収
め

て

い

る
。

　

『

宋
書
』

陶
潛

傳
は
、

前
半

部
と

後
半

部
に

分
け

る
事
が

で

き

る
。

「

五

柳

先
生

傳
」

と

「

歸
去

來

辭
」

が

引
用

さ
れ

て

い

る
前

半
部
の

内
容

は
、

記
述
に

詳
略

は

あ
る

が

『

晉
書
』

陶
潜

傳
と
ほ

ぼ

同

じ

で

あ

る
。

し

か

し

潛
の

「

與
子

儼

等
疏
」

「

命
子

詩
」

の

引
か

れ

て

い

る

後

半
部
は
、

潛
の

没

年
を

記
す
結
び
の

十

餘
字
の

他
は
、

全
て

『

晉

書
』

陶

潛
傳
に

見

ら

れ

な
い

内
容

、

す

な
わ
ち

沈
約
の

加

え
た

も
の

で

あ
る

。

　

既
に

『

宋

書
』

謝
霊

運

傳
、

顔
延

之

傳
に

つ

い

て
、

沈

約
の

史

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
 V

伝
記
述
の

方

法
を

見

て

き

た

が
、

沈
約

は

謝

霊
運

、

顔
延
之

に

つ

い

て

の

従
來
の

記

録
に

拠
り

な
が

ら

も
、

謝
、

顔
に
つ

い

て
の

自

分
の

見

方
、

考
え

方
に

基
づ

い

て

傳
を

構
成
し

記
述
し

て
い

た
。

宋
代
の

主

要
人

物
で

あ

る

陶
潛
に
つ

い

て

も
、

沈

約
は

そ

れ

と

同

じ

よ

う

な

方

法
で

記

述

し

て

い

る

に

違
い

な

い
。

『

宋

書
』

と
『

晉

書
』

で

陶

潛

傳
の

内

容
が

大

き

く

異
な
る

の

は

そ
の

た

め

で

あ

ろ

レ
つ

。

　
そ

の

こ

と

を

証

す

る

た

め

に

は
、

先
ず

は

『

宋

書
』

陶

潛
傳
と

『

晉

書
』

陶

潛

傳
の

内
容

を
比

較
し

な

く
て

は

な

ら

な

い

が
、

現

行
の

『

晉
書
』

は

唐

初
の

編

纂
に

よ

る
。

し

か

し

そ

れ

は

東

晉
末

、

宋
間
に

著
さ

れ

た

二

十

種

餘
り
の

「

晉

史
」

を

踏
ま

え

て

ま

と
め

ら

れ

た

も

の

で

あ
る

。

唐
、

劉
知

幾
『

史
通
』

巻

十
二

に

次
の

よ

う
に

あ

る
。

皇

家

貞
觀
中

有

詔
、

以
前

後
史

十
有
八

家
、

制

作
雌

多
、

未

能
盡

善
、

乃

勅
史

官
、

更

加

纂
録
、

採
正

典
與

雜
説

數
十

餘

部
、

兼

引
偽
史

十
六

國
書

、

爲
紀
十

、

志
二

十
、

列

傳
七

十
、

載
記
三

十
、

并
序

例
目

録
、

合

爲
百

三

十
二

巻
。

自

是
言

晉

史
者

、

皆

棄
其

舊
本

、

競

從
新
撰

者
焉

。

皇

家、

貞
觀
中
に

詔

有
り

、

前

後
の

史
十

有
八

家、

制

作

多

し

と

雖

も
、

未
だ

能
く

善
を

盡

く
さ
ざ

る

を

以

て
、

乃
ち

史
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官
に

勅
し

て
、

更

に

纂
録

を
加
へ

し

め
、

正

典
と

雜
説

數
十

　
　
餘
部
を

採
り

、

兼
ね

て

偽
史
十
六

國
の

書

を
引
き
、

紀
十
、

　
　
志
二

十
、

列

傳
七

十
、

載
記

三

十
、

并
び

に

序

例
目

録
、

A
ロ

　
　
せ

て

百
三

十
二

巻
と

爲
す

。

是
よ

り

晉
史

を

言
ふ

者
、

皆

　
　
其
の

舊
本
を

棄
て

、

競
ひ

て

新
た

に

撰
す
る

者
に

從
ふ

。

正

史
『

晉

書
』

の

拠
っ

た

「

晉
史
」

は
、

當

然、

沈
約
『

宋
書
』

以

前
の

も
の

で

あ
る

か

ら
、

沈

約
『

宋

書
』

と

比

較
し

て

も
よ

か

ろ

う
。

　
以

下
、

「

沈

約
『

宋
書
』

陶

潛
傳
と

『

晉

書
』

陶
潛

傳
の

内

容

を

比

較
」

し
、

そ
の

結
果
を

踏
ま

え

て

「

沈

約
の

陶
潛

傳
増
補

改

訂
の

意

図
」

を

推
測
す
る

。

　
　

　
一

、

『

宋

書
』

陶
潛

傳
と

『

晉

書
』

陶
潛

傳
の

異
同

。

　
ま

ず
、

『

宋

書
』

陶

潛
傳
を

前
半

と

後
半

に

分
け

て
、

『

晉

書
』

と

の

異

同

を

見
て
い

く
。

　

［

前

半
部
］

三

段

に

ま

と

め

た
。

【

宋

書

1
】

陶
氏

の

家
柄
と
、

陶

潛
の

人

物
紹

介
。

・

陶

潛、

字

元

亮
、

大

司

馬
侃
之

曾
孫
也

。

祖
茂

、

武
昌
太

守
。

・

潛
少

懐

高
尚
、

博
學

善
屬
文
、

穎

脱
不

羈
、

任
眞
自
得
、

爲
郷

　

鄰
之

所
貴

。

　

嘗

著
「

五

柳
先
生

傳
」

以

自
況
日
、

　
　

先
生

不

知

何
許

人
、

不

詳
姓

字
。

宅

邊
有
五

柳
樹
、

因
以

爲

　

號
焉

。

閑
靜
少

言
、

不
慕
榮

利
。

好

讀
書
、

不

求

甚

解、

毎

　

有
會
意
、

欣

然
忘

食
。

性

嗜
酒
、

而

家
貧
不

能
恒

得
。

親

舊

　

知
其

如
此
、

或

置
酒
招

之
。

造
飲

輒
盡
、

期
在
必

醉
。

既
醉

　

而

退
、

曾
不

吝

情
去

留
。

環
堵

蕭
然
、

不

蔽
風

日
。

複

褐
穿

　

結
、

箪

瓢
屡
空

、

晏

如
也

。

嘗

著
文

章
自

娯
、

頗
示

己

志
、

　

忘

懷
得
失
、

以

此

自

終
。

其
自

序
如
此

、

時

人
謂

之

實
録
。

　
（

『

晉

書
』

−
）

・

陶

潛
、

字
淵

明
。

或
云
、

淵
明
、

字

元

亮
。

尋

陽
柴

桑
人

也
。

曾
祖

侃
、

晉

大

司

馬
。

潛
少

有
高
趣
、

嘗

著
コ

五

柳

先
生

傳
」

以

自
況
日
、

　

　
（
『

五

柳

先
生

傳
』

略
）

其
自

序
如
此

。

時

人
謂
之

實
録
。

　

　
＊

『

宋
書
』

で

は
、

家
系

と

淵

明
の

紹
介
が

少

し

詳
し

く

な

　

　

　
っ

て

い

る
。

『

晉

書
』

の

「

五

柳
先
生

傳
」

は

省
略
し

た
。

【

宋

書

2
】

起

家
か

ら
柴

桑
歸

隱
ま
で

の

こ

と
。

・

親

老
家

貧
、

起

爲

州
祭
酒
、

不

堪
吏

職
、

少

日

自

解
歸

。

州

召

主

簿
、

不

就
。

躬

耕
自
資
、

遂
抱

羸
疾

。

復

爲
鎮
軍
、

建
威

參

軍
。

・

謂

親
朋

日

「

聊
欲

弦
歌
、

以

爲
三

逕

之

資
、

可

乎
。

」

執

事
者

聞

之
、

以

爲

彭

澤
令
。

・

公

田

悉

令
吏
種

柿
稻
、

妻
子

固
請

種
杭

。

乃

使
二

頃
五

十
畝

種

柿
、

五

十

畝
種
杭

。

2
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・

郡

遣
督

郵
至

。

縣
吏
白

應
東
帶
見

之
、

潛
嘆
日

「

我
不

能
爲
五

斗

米
折

腰
向

郷
里

小

人
。

」

即

日

解
印
綬
去

職
。

賦
「

歸
去

來
」

、

其
詞
日

、

　

歸
去

來

兮
、

園
田

荒

蕪
、

胡
不

歸
。

既

自
以
心

爲
形

役
、

奚

　

惆
悵
而

獨
悲

。

悟

已

往
之

不
諌

、

知

來
者
之

可
追

。

實
迷
塗

　

其

未

遠
、

覺
今
是
而

昨
非

。

舟
超

遙
以

輕
颶

、

風
飄

飄
而
吹

　

衣
。

問

征
夫
以

前
路
、

恨

晨
光
之

希
微

。

　

乃

瞻
衡

宇
、

載
欣

載
奔

。

僮
僕
歡
迎

、

稚
子

候
門

。

三

徑
就

　

荒
、

松

菊
猶

存
。

攜

幼
入

室
、

有
酒

停

尊
。

引
壺
觴
而

自

酌
、

　

盻
庭

柯
以

怡
顏

。

倚

南
窗
而

寄

傲
審
容

膝
之

易
安

。

」

　

園
日

渉
而

成
趣

、

門

雖

設
而

常
關

。

策
扶
老

以
流

偈
、

時
矯

　

首

而
遐

觀
。

雲
無

心

以

出
岫

、

鳥
勧
飛
而

知

還
。

景

翳

翳
其

　

將
入

、

撫
孤
松

以

盤
桓
」

　

歸
去

來
兮

、

請
息

交
而

絶
遊

。

世
與

我
以
相

遺
、

復
駕
言
兮

　

焉
求

。

読
親

戚
之

情
話
、

樂

琴
書
以

消

憂
。

　

農
人

告

余
以
上

春
、

將
有
事

于
西

疇
。

或
命

巾
車
、

或

棹
扁

　

舟
。

既
窈

窕
以

窮
壑
、

亦

崎
嶇
而

經
丘

。

木

欣

欣
以

向
榮
、

　

泉

涓

涓
而

始

流
。

善

萬
物
之

得
時
、

感

吾
生

之

行
休

。

　

已

矣
乎
、

寓

形
宇

内
復

幾
時

。

奚
不
委
心

任

去

留
、

胡
爲

遑

　

遑

欲
何
之

。

富

貴
非
吾

願
、

帝
郷

不

可

期
。

懐
良

辰

以

孤

往
、

　

或
植
杖
而

耘

粁
。

登
東

皐
以

舒
嘯
、

臨

清
流
而

賦
詩

。

聊

乘

　

化
以

歸
盡
、

樂

夫
天

命

復
奚

疑
。

　
（

『

晉

書
』

2
）

・

以

親
老

家
貧、

起

爲
州

祭
酒、

不

堪
吏

職
、

少

日

自

解
歸

。

州

、

召

主

簿
、

不
就

、

躬
耕

自
資
、

遂

抱
羸
疾

。

復

爲
鎮

軍
、

建

威

參

軍
。

・

謂

親

朋
日

「

聊

欲

絃

歌
、

以

爲
三

徑
之

資
、

可
乎

。

」

執

事

者

聞
之

、

以

爲
彭

澤
令

。

・

在
縣
公

田

悉

令

種

稀

穀
、

日

「

令

吾

常

醉
於

酒

足
矣

。

」

妻

子

固
請
種
杭

、

乃

使
一

頃
五

十
畝

種
秕
、

五

十

畝
種
杭

。

・

素
簡

貴
、

不

私
事
上

官
。

郡

遣
督
郵
至

縣
。

吏
白

應
束

帶
見

之
、

潛

歎
日

「

吾
不

能

爲
五

斗
米

折
腰
、

拳

拳
事

郷
里

小

人
邪
」

調

煕
」

鋼
、

解
印
去

縣
、

乃

賦

「

歸
去

來
」

。

其

辭
日
、

（

「

歸
去

來

辭
」

略
）

　

＊

語

句
の

異
同

が

少

し

あ
る

だ

け

で
、

大
き

な
違
い

は

無
い

。

　
　

『

晉

書
』

の

「

歸
去

來
辭
」

は

省
略
し

た
。

【

宋

書

3
】

柴

桑
歸

隱
以

後
の

こ

と
。

・

義
熙

末
、

徴

著
作
佐

郎
、

不

就
。

・

江

州

刺
史
王

弘

欲

識
之

、

不

能
致
也

。

潛

嘗

往
廬
山

。

弘

令

潛

　

故
人
廰
通

之

齎
酒

具
於

半
道

栗
里

要

之
。

潛

有
脚
疾

、

使
一

門

　
生
二

見
黌
籃

輿
。

既
至

、

欣

然
便
共

飲

酌
。

俄
頃

弘

至
、

亦

無

　
忤
也

。

○

先
是

、

顏

延
之

爲

劉
柳
後

軍

功

曹
、

在

尋

陽
、

與
潛

情
款

。

後

　
爲
始
安

郡
、

經

過
、

日

日

造

潛、

毎

往
必
酣

飲
致

醉
。

臨
去

、

　
留
二

萬
錢

與
潜

、

潜

悉
送
酒

家
、

稍
就
取

酒
。

○

嘗
九

月

九

日

無
酒

、

出
宅

邊
菊

叢
中
坐

久
。

値
弘

送

酒
至
、

即

　
便
就

酌
、

醉
而
後

歸
。

・

潛
不

解
音

聲
、

而

畜

素

琴
一

張
、

無
絃

。

毎

有
酒

適
、

輒

撫
弄
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以

寄
其

意
。

O
貴

賤
造
之

者
、

有
酒

輒
設

。

潛
若

先

醉、

便
語

客
「

我

醉
欲
眠
、

　
卿

可
去

。

」

其
眞
率

如
此

。

Q
郡

將
候
潜、

値
其

酒
熟

、

取
頭
上

葛
巾
漉

酒
、

畢
還

復
著
之

。

（

『

晉

書
』

3
）

・

頃
之

、

徴
著

作
郎
、

不

就
。

○

既

絶

州

郡
覲

謁
、

其

郷

親
張

野
及

周

旋
人

羊
松

齡

寵

遵
等
、

　
或
有
酒

要
之
、

或
要

之

共

至

酒
坐

。

雖
不

識
主

人
、

亦

欣
然
無

　
忤

、

酣
醉

便
反

。

未
嘗

有

所
造
詣

、

所
之

唯
至

田

舍
及

廬

山
游

　
觀
而

已
。

・

刺

史
王

弘

以

元
煕

中
臨
州
、

甚
欽

遲
之
、

後
自

造
焉

。

潛
稱
疾

　
不

見
、

既
而

語
人

云

「

我

性
不

狎
世

、

因

疾
守

閑
、

幸
非
潔
志

　

慕
聲
、

豈

敢

以
王

公

紆

軫
爲
榮
邪

。

夫
謬
以

不

賢
、

此

劉
公

幹

　

所
以

招

謗
君

子
、

其
罪
不

細
也

。

」

　

弘

毎

令

人

候
之
、

密
知

當

往
廬
山
、

乃

遣
其

故
人

廱
通

之

等
齎

　

酒
、

先
於
半
道

要
之

。

潛

既
遇

酒
、

便

引
酌
野

亭
、

欣

然
忘
進

。

　

弘

乃

出

與
相

見
、

遂

歡
宴
窮
日

。

　

潛
無

履
、

弘

顧
左

右
爲
之

造
履

。

左

右

請

履
度
、

潛
便
於

坐

申

　

脚
令

度

焉．、

弘

要
之

還

州
、

問

其
所

乘
、

答
云

「

素
有

脚
疾
、

　

向

乘

籃
輿

、

亦

足

自
反
。

」

乃

令
一

門

生
二

兒

共

顰
之

至

州
、

　

而

言

笑
賞
適

、

不
覺
其

有
羨
於

華
軒
也
。

　

弘

後
欲

見
、

輒
於

林
澤
問

候
之

。

至

於
酒

米
乏

絶
、

亦

時
相
贍

。

○

其
親

朋

好
事
、

或
載
酒

肴
而

往
、

潛
亦
無

所

辭
焉

。

毎
一

醉
、

　

則

大

適
融
然

。

○

又

不
營
生

業
、

家
務
悉

委
之

兒

僕
。

○

未

嘗
有
喜
慍
之

色
、

惟
遇

酒
則

飲
、

時

或
無
酒

、

亦

雅
詠

不
輟

。

　
嘗

言

夏
月

虚
閑、

高
臥
北

窗
之

下
、

清
風
颯
至

、

自

謂

羲
皇
上

　

人
。

・

性

不

解
音

、

而

畜
素
琴
一

張
、

絃
徽

不
具

。

毎

朋

酒
之

會
、

則

　

撫
而

和
之

、

日

「

但

識
琴
中
趣

、

何
勞
絃
上

聲
。

」

　

＊

『

宋
書
』

で

は
、

江
州

刺

史
王

弘

と

の

関

わ

り

は
、

記
述

　
　

が

簡

単
に

な
っ

て

い

る
。

ま

た

淵

明
に
つ

い

て

の

逸
事

は
、

　
　

共

通

し

て

い

る

の

は

「

畜

素
琴
一

張
」

だ

け

で
、

他
の

○

印

　
　

の

四

條

は

『

宋
書
』

『

晉

書
』

そ

れ

ぞ

れ

別

の

内

容

に

な
つ

　
　

て

い

る
。

　
　

　
・

顔
延

之

と
の

交
遊
に

つ

い

て

記

す
。

　

＊

『

晉
書
』

で

は
、

江

州
刺

史
王

弘
と

の

関

わ

り

を
詳

説
。

　
　

ま

た
、

「

又

不

營
生

業
、

家
務
悉

委
之

兒

僕
」

の

句
が

有
る

。

　
［

後

半

部
］

『

晉
書
』

『

宋

書
』

で

は

結

び

の

一

文

が

重
な
っ

　
　

　
て

い

る

だ

け

で
、

そ

の

他
は

『

晉

書
』

に

は
無
い

。

内

　
　

　
容
は

四

段

（

4
、

5
、

6
、

7
）

に

ま

と

め

た
。

【

宋

書

4
】

潛

弱
年

薄

宦
、

不

潔
去

就
之

迹
。

自

以

曾
祖
晉

世

宰
輔
、

恥

復

屈

身

後
代

。

自
高

祖
王

業
漸
隆

、

不

復

肯
仕

。

所

著
文
章
、

皆

題

其

年
月
、

義
熙

以

前、

則

書
晉
氏

年

號、

自
永

初
以

來
、

唯

云

甲

子

而
已

。

【

宋

書

5
】
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與
子

書

以
言

其
志

、

并

為

訓
戒
日
、

（

「

與
子

儼

等
疏
」
）

 
天

地
賦

命
、

有

往
必
終

。

自

古

賢
聖
、

誰
能
獨

免
。

子

夏

言
日

、

　

死

生

有

命
、

富

貴
在
天

。

四

友
之

人
、

親

受
音
旨
。

發
斯
談

者
、

　

豈

非
窮

達
不

可
妄
求
、

壽

夭
永

無
外

請
故

邪
。

 
吾

年
過
五

十
、

而

窮

苦
荼

毒
。

以

家
貧

弊
、

東

西

遊
走
。

性
剛

　

才

拙
、

與
物
多
忤

。

自

量
爲
己

、

必

貽

俗
患

。

偲
俛

辭
世
、

使

　

汝

幼
而

飢

寒
耳

。

 
常

感
孺

仲
賢
妻
之

言
、

敗

絮

自
擁

、

何

慚

見
子

。

此

既
一

事
矣
、

　

但

恨
隣

靡
二

仲、

室
無

莢

婦
。

抱

茲

苦
心
、

良
獨

罔
罔

。

 
少

年
來

好
書
、

偶

愛
閑

靜
。

開
卷

有
得
、

便
欣

然

忘

食
。

見

樹

　

木
交
蔭

、

時

鳥

變
聲

、

亦

復
歡
爾

有

喜
。

嘗
言
五

六

月

北

窗
下

　

臥
、

遇

涼
風

暫
至
、

自

謂
是

羲
皇
上

入
。

 
意

淺
識

陋
、

日

月

遂
往

。

緬
求

在
昔
、

眇
然
如

何
。

疾

患
以

來
、

　

漸
就

衰

損。

親

舊
不

遺
、

毎
以

蘂
石

見

救
、

自
恐

大

分

將
有
限

　

也
。

 
恨

汝

輩
稚
小

、

家
貧
無

役
、

柴

水
之

勞
、

何
時
可

免
。

念
之

在

　
心
、

若

何
可

言
。

 
然

雖

不
同
生
、

當
思

四

海

皆
弟

兄
之

義
、

鮑
叔
敬

仲、

分

財
無

　

猜
。

歸
生

伍

舉、

班

荊
道

舊
、

遂
能

以

敗
爲
成
、

因

喪
立

功
。

　

他
人

尚
爾
、

況

共

父

之

人

哉
。

 
潁
川

韓

元

長
、

漢
末

名
士

。

身

處

卿
佐
、

八

十

而

終
。

兄

弟
同

　

居
、

至

于

沒

齒
。

濟
北

氾
稚

春
、

晉

時

操
行
人

也
。

七

世
同

財
、

　

家
人

無

怨
色

。

 
詩
云

、

高

山

仰
止

、

景

行

行
止

。

汝

其
愼

哉、

吾

復
何
言

。

【

宋
書

6
】

　
又

爲

「

命
子

詩
」

以
貽
之

日
、

 

悠
悠

我
祖
、

爰
自

陶
唐

。

遞
爲

虞
賓

、

　
御
龍
勤
夏
、

豕

韋

翼
商

。

穆
穆

司
徒

、

 
紛

紜
戰

國
、

漠

漠
衰

周
。

鳳

隱
于

林
、

　
逸
乢
撓

雲
、

奔
鯨

駭
流

。

天

集

有
漢

、

 
於

赫
愍

侯
、

　

書

誓
山
河
、

 
渾

渾

長
源

、

　

時

有

默
語
、

 
桓

桓
長
沙、

　

功

遂

辭
歸
、

 
肅

矣
我

祖、

　

於

皇

仁
考
、

 
嗟
余

寡
陋、

　
三

千
之

罪
、

 
卜
云

嘉
日

、

　

温

恭

朝
夕
、

 
属

夜
生
子
、

　

既

見
其
生

、

 
日

居
月

諸
、

　

夙

興

夜
篠

、

運
當
攀

龍
。

馼
土

開
封

。

蔚
蔚
洪

柯
。

運

固
隆
汗

。

伊
勳
伊
徳

。

臨
寵

不
惑

。

愼
終
如

始
。

淡
焉

虚
止

。

瞻
望
靡

及
。

無
後

其
急

。

占
爾
良
時

。

念
茲

在
茲

。

遽
而
求
火

。

實
欲

其
可

。

漸
免

于
孩

。

願
爾

斯
才

。

【

宋

書

7
】

潛
元

嘉

四

年

卒
。

撫

劍
夙

邁
、

疊
疊
丞

相
、

羣

川

載
導

、

在
我
中
晉
、

天

子

疇
我

、

孰
謂

斯
心

、

直

方
二

臺
、

寄
迹
夙

運
、

顧

慚

華
鬢

、

我
誠
念

哉
、

名

爾
日

儼
、

尚

想
孔
仮
、

凡

百
有
心

、

人
亦

有
言

、

福
不

虚
至

、

爾

之
不

才
、

時

年
亠

ハ

十
＝

一
。

歴

世
垂

光
。

厥
族

以
昌

。

幽

人

在
丘

。

眷
予

愍
侯

。

顯
茲

武
功

。

允

迪
前

蹤
。

衆
條

載
羅

。

業

融
長

沙
。

專
征

南
國

。

而

可
近

得
。

惠
和

千
里

冥

茲

慍

喜
。

負
景

隻
立

。

呱

聞
爾

泣
。

字
爾

求
思．．

庶

其
企
而

。

奚
待

于
我

。

斯

情
無

假
。

禍
亦

易

來
。

亦
巳

焉

哉
。
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（

『

晉

書
』

7
）

以

宋

元

嘉

中
卒
、

時

年
六

十
三
、

所
有

文

集
並

行
於

世
。

　

　
＊

『

宋

書
』

で

は
、

卒
年
が

明

示

さ
れ

て

い

る
。

　

　

＊

『

晉

書
』

そ
の

文

集
が

世

に

読
ま

れ

た

こ

と

が

記

さ

れ

　

　

　
て

い

る
。

　

以
上
、

『

宋

書
』

『

晉

書
』

の

陶

潛

傳

に
つ

い

て

内

容
の

異

同

を

見
て

き
た

が
、

『

宋
書
』

の

前
半

部
は

『

晉

書
』

の

内

容
と

殆

ど

同
じ

で

あ
り
、

後

半
部
は
「

7
」

の

他

は

『

晉

書
』

に

は

無

く
、

沈

約
の

増
補
に

よ

る

も
の

で

あ
っ

た
。

　

次
に

異
同
の

箇
所
を

比

較
し
て
、

そ

こ

に

込
め

ら

れ

た

沈

約
の

考
え

を

推
測

す
る
こ

と

に

す
る

。

二
、

増
補

改

訂
の

意

図

　

沈
約
は

何

故
こ

の

よ

う
に
、

前
半

部
は

『

晉

書
』

潛

慱
の

全

て

を

ほ

ぼ

そ

の

ま

ま

踏
襲
し

、

後
半

部

を

潛
の

「

與
子

儼

等
疏
」

と

「

命
子

詩
」

に

よ
っ

て

構

成
し

た

の

か
。

お
そ

ら
く

そ

れ
は

『

晉

書
』

に

描
か

れ
た

陶

潛
像
と

は

異
な

る
、

自

分
な
り
の

見
方

、

考

え

方
を

示

す
た

め

で

あ
ろ

う
。

以
下

、

沈
約
の

意
図

を

推
測

す
る

。

　

　
1
「

前

半

部
」

に
つ

い

て

『

晉

書
」

と

ほ

ぼ

同

じ

内

容
で

あ

る

が
、

異

同

も
何

箇
所
か

見
ら

れ

る
。

　

 
江
州

刺
史
王

弘
と
の

関
わ

り
に
つ

い

て

『

宋

書
』

で

は
、

か

な
り

簡

略
に

な
っ

て

い

る
。

逸
事
、

逸

話
の

多
用

は

『

晉

書
』

の

特
色
で

あ

る

が
、

沈
約

は

そ
の

点
に

あ
ま

り

興

味

が

無
か

っ

た
、

と
い

う
よ

り

は
、

淵
明

傅

撰
作
の

ね

ら
い

が

異

な
っ

て

い

た

た

め

で

は

な

か

ろ

う

か
。

　

 
顔

延
之

と

の

交
り

が

記
さ

れ
て

い

る

こ

と

に

つ

い

て

　

淵
明

と

顔

延
之
の

交

り
に

つ

い

て

は
、

延
之
「

陶
徴
士

誄
」
（
『

文

選
』

巻
五

七
）

の

内

容
か

ら
、

そ

れ
が

ど
の

よ

う

な
情

況
で

あ
つ

た

の

か

よ

く

わ

か

る
。

そ

こ

に

は

義
煕
十
一

年
（

四
一

五
。

三

十

歳
）

延

之

が

江
州

刺
史

劉

柳
の

後
軍

功
曹
と

し

て

尋

陽
に

勤
務
し

て

い

た

時

期
の

記
事
が

あ
る

が
、

二

人
は

そ

れ

以

前
か

ら
の

知
り

合
い

ら

し

い
。

延

之

の

「

陶
徴
士

誄
」

に

「

あ
な

た

が

世
俗

と

絶

っ

て

よ

り
、

私
の

暇

も

多
く
な
っ

た
」

と

あ
る
の

で
、

淵
明

が

郷

里
の

柴

桑
に

歸
っ

た

頃

か

ら

の

交
わ

り

で

あ
っ

た

よ

う
だ

。

　

延
之

が

尋

陽
に

勤

務
し

て

い

た

こ

ろ
、

淵

明
も

尋

陽
に

住
ん

で

お

り
、

年

齢
は

淵
明
が

五

十
一

歳
、

延

之

が

三

十

歳
の

「

忘

年
の

交
り
一

で

あ
っ

た
。

延
之

「

徴
士

誄
」

の

結
び

に

は
、

そ
の

頃
の

二

人
の

会
話
が

次
の

よ

う

に

記

さ
れ

て

い

る
。

自
爾

介
居

、

及

我
多
暇

、

伊
好
之

沿
、

接
閻

隣
舎

。

宵
盤
晝
憩
、

非
舟
非

駕
。

」

念
昔

宴
私
、

暴
觴
相
誨

。

獨
正

者
危
、

至

方

則
礙

。

哲

人
巻
舒

、

布
在
前

載
。

取
鑒
不

遠
、

吾

規
子

佩
。

」

爾

實
愀
然
、

中

言
而

發
。

違

衆
速
尤

、

遑
風

先
蹙

。

身
才

非
實
、

榮
聲

有
歇

。

叡
音
永

矣、

誰
箴
余
闕
。
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鳴

呼
哀
哉

。

な

ん

じ

　

　
か
い

き

ょ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

と

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

よ
し

爾

の

介

居
し

て

よ

り
、

我
の

暇

多
き

に

及

ぶ
。

伊

れ

好

み

　
あ

ま

ね

　
　

　

む

ら

　

　

　

　

　

い

へ
　

　

　
　

　

　

　

　

よ

る

　
　
た

の

し

　

　

　

　

　

い

こ

は

洽

く
、

閻

を

接
し

舎
を

隣
に

す
。

宵
は

盤

み

晝
は

憩

ひ
、

　

　

　

　

　

　

　

　
お

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
さ
か

づ

き

舟
に

非
ず

駕
に

非

ず
。

念
ふ

昔

宴
私
せ

し

と

き
、

觴

を

擧
げ

　

　
を

し

　

　

　
　

ひ

と

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

し

は

う

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
ふ

さ
が

て

相

誨
ふ

。

『

獨
り

正

し

き

者

は

危
く

、

至

方
の

も
の

は

則

ち

礙

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

が

み

る
。

哲
人
の

巻
と

舒
は
、

布
き
て

前
載
に

在
り

。

鑒

を

取
る

こ

と

　

　

　

　

　

　
の

り

　

　
し

　
　
お

艟
熱

ら

ず
ゼ
哲

漏
規

を

子

佩
び

よ
』

と
。

　

　

　

た

が

　

　
と

が

め

爾

　
實
に

愀

然
た

り
、

中
言
に
し

て

發

す
。

『

衆
に

違
へ

ば

尤

　
ま

ね

　

　

　
ふ

う

　

さ
か

ら

　

　

　

　

　

　

た

ふ

を

漣

き、

風

に

迩
へ

え

臧
院
づ

蹙
る

。

身
才
は

實

に

琲
伽

す
、

い

襟
聲

は

歇
む

有
り

』

と
。

叡

音

永

き
か

な
、

誰
か

余
が

闕

を

箴

め

　

　

　

　
か

な

ん
。

嗚
呼

哀

し

い

か

な
。

「

あ
な

た

が

世
俗
と

絶
っ

て

よ
り

、

私
の

暇

も
多
く

な
っ

た
。

し

ば
し

ば

往
き

來
し
て
、

村
が

近
く

家
が

隣
と

い

う

状
態
だ
っ

た
。

夜
は

楽
し

く

飲
み
交
し

昼
は

休
息

し
、

舟
も

駕
も
い

ら

な

か
っ

た
。

そ
の

昔
、

宴
を

開
い

て

楽
し

ん

だ

時
、

盃
を

挙
げ

て

戒
め

あ
っ

た

も
の

だ
。

私
は

『

我
が

身
だ

け
が
正

し

い

と

す
る

者
は

危
険
で

あ

り
、

真
四

角
の

者

は

塞
が
っ

て

動
き

が

と

れ

な

く
な
っ

て

し

ま

う
。

哲

人
の

出
處
進
退

に
つ

い

て

は
、

昔
の

書
物
に

記

さ

れ

て

い

る
。

手
本
と

す
べ

き
こ

と

は

近
く

に

在
る

。

私
の

戒
め

を
、

ど

う
か

お

忘
れ

な
き
よ

う
に
』

と

言
っ

た
。

す

る

と

あ
な

た

は
、

明
ら

か

に

動
揺
し

て
、

私
の

言
葉
な
か

ば
に

し

て

言
っ

た

『

衆
に

違
え

ば

咎
め

を

招
き
、

世
の

習
慣
に

逆
ら

う

と

誰
よ

り

も

先
に

倒
れ

る
。

身
体
と

才
能
は

中
身
の

あ

る

確
か

な

も
の

で

は

な
い

し
、

榮

誉
と

名

聲
も
無

く
な
っ

て

し

ま

う

も
の

だ
』

と
。

今

は

言
葉

も
遠

く
な
っ

て

し

ま
っ

た
。

誰
が

私
の

過
ち

を
戒

め

て

く

れ

る
の

か
。

あ
あ

、

哀
し

い

こ

と

だ
。

」

　

延

之

は

翌

（

義
煕

十
二
）

年
に

豫
章
公

劉

義
符
の

中

軍
行

參
軍

に

な
っ

て

い

る
の

で
、

尋

陽
に

お

け

る

こ

の

よ

う
な

状

態
は
一

年

ほ

ど

続
い

た

の

で

あ

ろ

う
。

　

そ

の

数

年

後
、

延

之

は

時

の

権
力

者

徐
羨
之

、

傅

亮
ら

に

憎

ま

れ
て

始

安
郡
に

左

遷
さ
れ

た
。

そ

の

赴

任
途

中
に

柴

桑
に

立

ち

寄
っ

た

時

の

様

子

が

『

宋

書
』

潛

傳
に

記

さ
れ

て

い

る
。

　

兩
者
の

出

会
い

の

記
録
は

こ

れ

だ

け
で

あ

る

が
、

こ

の

後

も

二

人

の

関
わ

り

は

潛
の

亡

く
な
る

ま

で

続
い

て

い

た

に

違
い

な
い

。

会
え

な

い

ま

で

も

氣
心

の

知
れ

た

者

同
士
、

書

信
や

作
品

の

や

り

と

り

は

な

さ
れ

て

い

た

で

あ

ろ

う
。

　

沈

約
が

淵
明

と

延
之

の

関
わ

り

を

傳
の

前
半
に

入

れ
た

の

は
、

こ

の

頃
、

二

人

が

時

勢
に

つ

い

て

の

不

満
を

述
べ

合
っ

て
い

た

で

あ
ろ

う
こ

と

を

言
い

た

か
っ

た
。

延

之

は

時
の

政
権

担

当
者
徐

羨

之
、

傅
亮
ら

の

遣
り

方
に

不

満

を

懐
く

「

褊
激
の

性
」

の

人
。

一

方

淵
明

は

郷
里

に

歸
っ

て

既
に

十

年
、

時

代

が

晉
か

ら

宋
へ

移

行
し
つ

つ

あ

る

こ

と
へ

の

憤
懣
も

た

ま
っ

て

い

た

に

違
い

な

い
。

そ

れ

は

「

五

柳

先
生

傳」

や
「

歸
去

來

辭
」

に

記
さ
れ

て

い

る

よ

う
な

脱
俗
の

境
地

と

無

縁
の

も

の

で

あ
っ

た
。

　

　

2

後

半
部
に
つ

い

て

『

宋

書
』

4
、

5
、

6
は

『

晉

書
』

に

は

無
い

の

で
、

兩
者
の

比

較
は

で

き
な

い
。

こ

こ

で

は

沈
約
の

増
補
改

訂
の

意
図

を

推
測
す

7
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る

ま

え

に
、

後
半
部
の

内

容
を

見
て

お

く
。

【

宋

書

4
】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

さ
ぎ

よ

潛
は

弱
年

に

し

て

薄
宦
、

去

就
の

迹

を

潔

く
せ

ず
。

自
ら

曾

祖
は

晉
の

世
の

宰
輔
な
る

を

以
て
、

復
た

身
を

後
代
に

屈

す

る

を

恥
づ

。

　

　

　

　

　

　
や

う

や

　

さ
か

　

　

　

　

　

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

が
へ
ん

高

祖
の

王

業

漸

く

隆
ん

な
る

自

り
、

復
た

仕
ふ

る

を

肯

ぜ

　

　
あ

ら
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ぎ

き

ず
。

著

す

所
の

文

章
は
、

皆
な

其
の

年
月

を

題

す
る

も
、

義
熙

以

前
は
、

則

ち
晉
氏

の

年

號
を

書
し

、

永

初
よ

り

以

來
は

唯
だ

甲
子

を

云

ふ
の

み
。

潛
は

若
い

頃

低
い

官
職
に

就
い

た

が
、

そ

こ

に

腰
を

落
ち

着
け

る

こ

と

が

で

き

ず
、

進

退

を
は
っ

き
り

と

は

さ
せ

な
か
っ

た
。

す

な
わ

ち
、

・

以

親
老

家
貧
、

起

爲
州

祭

酒
。

不

堪

吏
職

、

少
日

解
歸

。

・

州

召
主

簿
、

不

就
。

・

復
爲
鎮

軍

參
軍
、

建

威
參
軍

。

・

謂
親

朋
日
、

聊

欲
絃
歌
、

以

爲
三

径
之

費、

可

乎
。

執
事

者
聞

之
、

以

爲
彭
澤
令

。

「

吾

不

能

爲
五

斗
米

折

腰
、

拳

拳
事

郷
里

小

人

邪
」

解
印
去

縣
。

自

分
で

は
、

曾
祖
父

陶
侃
が

晉
の

世
の

宰
輔
で

あ
っ

た

こ

と

で
、

復
た

身
を

後
の

代
に

屈
す

る

こ

と

を

恥
ぢ
た

の

で

あ
っ

た
。

　
な

お

『

晉

書
』

陶
侃
傳
に
よ
れ

ば、

　
侃

有

子

十
七

人
、

唯

洪
、

瞻
、

夏
、

碕
、

旗
、

斌
、

稱
、

範、

岱

見

　

舊
史

。

餘
者
並

不

顯
。

と

あ

り
、

こ

の

う

ち

『

晉

書
』

に

は
、

瞻
は
「

歴

廬

江
、

建

昌
二

郡
太

守
、

遷

散
騎

常

侍
、

都

亭
侯
」

、

稱
は

「

東

中

郎

將
、

南
平
太

守
、

南
蠻

校
尉

、

假

節
」

、

範
は

「

最

知

名
、

爲

光
禄

勲
」

と

記

す
。

な

お

潛
の

祖

父
の

茂
は

『

宋

書
』

潛
傳
に

「

武

昌
太

守
」

と

あ

る

が
、

「

餘
者

並

び
に

顯
れ

ず
」

の

中
の
一

人
で

あ
っ

た
よ

う

だ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

か

　

高

祖
（

劉

裕
）

の

王

業
が

次

第
に

隆
ん

に

な
っ

て

か

ら

は
、

潛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
ら

わ

は

も

は

や

仕
え

よ

う

と

は

し

な

か
っ

た
。

著

し

た

文

章
に

は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ぎ
　

き

皆
な

其
の

年

月

を

記
し
、

義
煕

以

前

は

則
ち
晉

氏

の

年

號
を

書
い

　

　

　

　

　
え
い

し

よ

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

た

て

い

た

が
、

永

初
（

宋

初
の

年

號
）

よ

り
後

は

唯
だ

甲
子

を

記

す

だ

け
で

あ
っ

た

と

い

う
。

【

宋

書

5
】

1
「

與
子

儼
等

疏
」

　
こ

の

作
品
は
、

 
に

「

五
口

は

年

五

十
を

過

ぐ
る

も
、

而

も

窮
苦

と
　

と
く

荼
毒

。

家
の

貧

弊
な

る

を

以
て

、

東
西

に

遊
走

す
」

と

あ

る
の

で
、

五

十
歳

以
後
に

作
ら
れ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

　

淵
明

は

子

た

ち

に

書
を

與
え

て

自
分
の

志
を

述
べ

、

あ

わ

せ

て

訓
戒

し

て

言
う

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

に
し

　

　
　
よ

 
天

地

命

を
賦
す
、

往
く

有
れ

ば
必

ず

終
る

。

古
へ

自
り

賢
聖

　

　

　

　

　

　

　
ロ

と

　

　

　
　

　
　

　
　

　

し

　
か

　

も
、

誰
か

能
く

獨

り

免
れ

ん
。

子

夏

言
ひ

て

日

く

「

死

生

命

　

有
り
、

富

貴

天

に

在
り

」

と
。

四

友
の

人
、

親
し

く

音

旨
を

　

　

　

　
こ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
み

た

　

受
く

。

斯
の

談
を

發

す

る

者
、

豈
に

窮

達

妄

り

に

求
む

可
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

や

　

ら

ず
、

壽
夭

永
く

外
請

無

き

が

故
に

非
ず

邪
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

に

し

え

生

命

は

天

地

が

與
え
た

も
の

で
、

生

あ

れ

ば
必

ず

終
る

。

　

古
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ひ

と

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

し

　
か

よ

り

賢
聖
も
、

死

を
免
れ

た

者

は

獨

り

も
い

な
い

。

子
夏
は

言
つ

た
、

「

死

生

命
有

り
、

富

貴

天

に

在
り

」

と
。

孔

子
の

「

四

友
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

た

ち
は
、

親
し

く

そ
の

教
え
を

受
け

た
。

斯
の

談
を

發
す
る

の

は
、

　

　

　
み

た

窮

達
は

妄
り

に

求
め

る

こ

と

は

で

き

ず
、

壽
夭
は

ど

こ

ま

で

も
人

頼

み
が

で

き
な
い

か

ら

で

は

な

い

か
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
　
ど

く

 
吾

年

五

十

を

過
ぐ

る

も
、

而

も

窮

苦

荼

毒
。

家
の

貧

弊
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

と

　

る

を

以

て
、

東
西

に

遊

走
す

。

性

は

剛

才
は

拙
な

れ
ば

、

物

　

　
さ

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

こ

　

と

忤
ふ

こ

と

多
し

。

自

ら
量

る

に

己

の

爲
に

、

必

ず

俗
患
を

貽

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

さ
な

ご

　

　

　

　

　
ひ

ん

べ

ん

　

さ

ん

と
。

偲
俛

世

を

辭
し
、

汝

ら

幼

を

し

て

飢
寒

な
ら

し

　

む

る

耳
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

ど
く

私

は

五

十

歳

を

過

ぎ

て

も
、

こ

れ

ま

で

窮
苦
に

し

て

荼
毒

。

家
が

貧

弊
な

る

ゆ

え

に
、

東
へ

西
へ

と

遊

走
し

た
。

性

格
が

剛

情
で

要
領

が

悪
く
、

人

と

ぶ
つ

か

る

こ

と

が

多
か
っ

た
。

思
う
に

己
の

爲
に

必

ず
皆

に

迷

惑
を

及

ぼ

す

に

違
い

な

い

と
。

か

く
て

勉
め
て

世
間
と

関
わ

り

を
持
た

な
い

よ

う
に

し

た

の

で
、

お

前
た
ち

幼
い

者
た

ち

を
飢
え

凍
え

さ
せ

て

し

ま
っ

た
。

　
カ
つ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
い

じ

ょ

　

み

つ

か

　

　
よ

う

 
常

て

孺
仲
が

賢

妻
の

言

に

感

ず
、

敗

絮

自

ら

擁

す
、

何
ぞ

　

　

　

　
は

　

兒
子

に

慚

ち
ん

と
。

此
れ

既
に
一

事
な

り
、

但
だ

恨
む

隣
に

　

　

　
な

　

　

　

　

　

　

　

ら
い

み

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

こ

と

　
二

仲

靡
く
、

室

に

莱

婦

無

き

を
。

茲
の

苦
心

を

抱

き
、

良

に

　

　

　
ま

う
ま

う

　
獨

り

罔
罔
た

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ぼ
ろ

ふ

く

嘗
て

王

覇
の

賢
妻
の

言

葉
に

感
じ

た

こ

と

が
あ

る
。

「

敗

絮
は

自

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
は

分
の

意
志
で

着
て

い

る
の

だ

か

ら
、

ど

う
し

て

見
子
に

慚
ぢ

る
こ

と

が

あ
ろ

う
か
」

と
。

こ

れ
が

隠

棲
の

理

由
の
一

つ

で

あ
っ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ふ

但
だ

隣
に
二

仲
が

居
ら

ず
、

家
に

は

老

莢
子

の

婦
も
い

な
か

っ

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

こ

と

の

が

残

念
だ

。

こ

の

苦
し

い

心

を

抱

き
つ

つ
、

良

に

獨

り

辛
い

思
い

を

し

て

い

る
。

　

　

　
よ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

た
ま

た

 
少

年

來
り

書
を

好
み

、

偶

ま

閑

靜
を

愛
す

。

卷
を

開

き
て

得

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

げ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま
じ

　

る

有
れ

ば
、

便
ち

欣

然
と

し

て

食
を

忘
る

。

樹

木

蔭
を

交
へ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

わ

ん

　
じ

　

時
鳥

聲
を

變
ず

る

を

見

る

や
、

亦
た

復
た

歡

爾
と

し

て

喜
ぶ

　

有
り

。

嘗
て

言

ふ
、

五

六

月

北

窗
の

下

に

臥
し

、

涼

風
の

暫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お
も

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ぎ

く

わ

つ

　

く
至

る

に

遇
へ

ば
、

自
ら

謂
へ

ら

く

是
れ

羲

皇

上

の

人
な

り

　

と
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

ま

た

少

年
の

頃

か

ら
読

書

を

好
み
、

偶

ま

閑

靜

を

愛
し

て

い

た
。

卷

を

開
い

て

心

に

得
る

も
の

有
れ
ば
、

便
ち

欣
然
と

し

て

食
を
忘
れ

　

　

　

　

　

　

　

ま
じ

た
し

、

樹
木
が

蔭
を

交
え
る

よ

う

に

な

り
、

時

鳥
の

聲
が

變
っ

て

　

　

　

　

　

　
く

わ

ん

じ

く

れ
ば

、

復
た

歡

爾

と

し

て

喜
ん

だ

も
の

だ
。

嘗
て

言
っ

た

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま
ど

と
が

あ

る
、

「

五

六

月

の

頃

北
の

窗
の

下
に

臥

し
、

涼

風

が

暫

　

　

　

　

　

　

　

　
ぎ

く
わ

う

く
吹
い

て

く

る

と
、

羲

皇

の

時
の

人
の

氣
分
に

な
る

」

 
意
は

淺
く

識

は

隣
く
、

日

月

遂
に

往
く

。

纏
か

に

磅
琶
を

求

　

　

　

　

べ
う
ぜ

ん

　

い

　

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や

う
や

　

　

す
ゐ

そ
ん

　

　

つ

　

む

る

も
、

眇
然

如
何

ん

せ

ん
。

疾
患

以

來
、

漸

く
衰

損
に

就

　

　

　

　

　
わ

す

　
　

　
　

　
　
つ

ね

　

く
。

親

舊

遺
れ

ず
、

毎
に

藥
石

を

以

て

救
は

る

も
、

自

ら

大

　

分
の

將
に

限
り

有
ら

ん

と

す
る

を

恐

る
。

　

　

　

　

　

　

　

せ

ま

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
は

る

思
慮
は

淺
く
見

識
は

陋
い

ま

ま
、

月

日

は

遂
に

過
ぎ

往
く

。

緬
か

　

　

　

　

　

　

　

　
ベ

フ

ぜ

ん

に

昔
を

求
め

て

も
、

眇

然
と

し

て

ど

う
に

も

な

ら
な

い
。

疾

患

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

と

ろ

に

か

か

っ

て

以

來
、

次

第
に

身

体
は

衰
損
え

て

ゆ
く

。

親
戚

舊
知

　
わ
す

　

　

　

　

　

　
つ

ね

は

遺
れ

ず
に

、

毎
に

藥
石

を

以

て

救
っ

て

く

れ

る

が
、

自

分
で

は

壽
命
が

盡
き

ん

と

し

て

い

る
の

で

は

と
恐

れ
て

い

る
。

 
恨
む

ら
く

は

汝

輩
の

稚
小

に

し

て
、

家
は

貧
に

し

て

役
無

く、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
も

　

柴
水
の

勞
、

何
れ

の

時
か

免
る

可

き
。

之

を

念
ひ

て

心

に

在
り
、

　
い

か

ん

　

若
何

ぞ
言

ふ

可

き
。
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お

さ

な

恨
む

ら

く

は

お

前
た

ち

が

稚

小

く
、

家
は

貧
し

く
人

手
は

無
く
、

家
事

手
伝
い

の

苦
勞
が

無
く

な

る

の

は

何
時
の

こ

と

か
。

こ

の

こ

と

が

常
に

心

に

在
り

言

う
言

葉
も

無
い

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
さ

 
然

れ
ど

も

同
生

な

ら

ず

と

雖
も
、

當
に

四

海

皆
な

弟

兄
の

義

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う
た

が

　
を

思

ふ
べ

し
。

鮑
叔

敬
仲
は
、

財
を

分
か

ち
て

猜

ひ

無
し

。

　

　

　

　

　

　
く

さ
　
　
　
し

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

い

　

歸
生

伍

舉
、

荊

を

班
き

て

舊
を

道
ひ
、

遂
に

能

く
敗

を
以

て

　

　

　

　

　

さ
う

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
し

か

　

誠
蔓
爲
し
、

喪
に

因

り

て

功
を

立

つ
。

他
人

す

ら

尚
ほ

爾

り
、

　

況

や
父

を
共

に

す
る
の

人

な
る

を

や
。

し

か

し

な
が

ら

同

生

で

は

な
い

と

い

っ

て

も
、

「

四

海
は

皆

な

兄

弟
」

と

い

う
言

葉
の

意
味

を

思

う

よ

う

に
。

鮑

叔
と

敬

仲
は、

財

を

分
け

合
っ

て

猜

う
こ

と

は

無
か

っ

た

し
、

歸
生

と

伍

舉
は
、

雜

草
を

敷
い

て

昔
の

こ

と

を
話

し

合
っ

た
。

か

く
て

管
仲
は

失
敗

を

成
功
に

換
え
、

喪

失
に

因
っ

て

功
を

立

て

た
。

他

人
同

士

で

さ

え

此

の

よ

う

な
の

だ
。

ま
し

て

父

親
を
共

に

す
る

も

の

で

あ

れ

ば

尚
更
の

こ

と
。

　
え

い

せ

ん

 
潁

川
の

韓

元

長
は
、

漢
末
の

名
士

な

り
。

身
は

卿
佐
に

處
り
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

は

ひ

　

八

十
に

し

て

終

る
。

兄

弟

同

居

し
、

齒

を

沒
す
る

に

至

る
。

　

　

　

　
は
ん

　
ら

し

ゆ

ん

　

濟

北
の

氾

稚

春

は
、

晉

時

操

行
の

人
な

り
。

七

世

財

を

同

　

じ

く
し
、

家
人

に

怨
む

色

無
し

。

潁
川
の

韓
元

長
は

、

漢
末
の

名
士

。

そ

の

身
は

卿
佐
で

あ
っ

て
、

八

十

歳
で

亡

く
な
っ

た

が
、

兄

弟
が

同

居
し

て
、

死

ぬ

ま

で
一

緒

　

　

　

　

　

　

は

ん

　
ら

し

ゅ

ん

に

い

た
。

濟

北
の

氾
稚

春

は
、

晉

時

の

操

行
正

し

い

人
で

あ

り
、

七

世

に

わ

た
っ

て

財

産
を

共
有
し

た

が
、

家
人

は

怨
む

色
も

見
せ

な
か

っ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　
ふ

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

ゆ

 
詩

に

云

ふ

「

高
山

は

仰
止

ぎ
、

景

行
は

行
止

く
」

と
。

汝

其

　

　
つ

つ

し

　
れ

慎

ま

ん

か

な
、

吾

復
た

何
を

か

言
は

ん
。

詩
に

云

ふ

「

高
山

は

仰
が

れ
、

景
行

は

模
範
と

さ
れ

る
」

と
。

お

前
た

ち

く

れ

ぐ

れ

も

身

を

慎
ん

で

そ

の

よ

う

な

存
在
に

な

る

よ

う
に

。

私

と

し

て

は

こ

れ
だ

け
を

言
っ

て

お

き

た

い
。

【

宋
書

6
】

1
「

命
子

詩
」

　
こ

の

作
品

は
、

長
男
の

儼
が

生

ま

れ

た

時
の

も
の

で

あ
る

か

ら
、

淵
明
三

十
歳
前

後
の

作
で

あ
ろ

う
か
。

　
い

う
い

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

こ

　

　

た

う
た

う

　

　
は
じ

ま

 
悠

悠
た

り

我
が

祖
、

爰
に

陶

唐
に

自

る．、

　
は

る

　

　

　
　

ぐ

　

邀
か

に

虞
の

賓
と

爲

り
、

歴

世

光
を

垂

る
。

　

　

　

　
か

　

　

つ

と

　

　

　

　
し

　
ゐ

　

　

　

　

　

　
た

す

　

御
龍
は

夏
に

勤
め

、

豕

韋

は

商
を

翼
く

。

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　

さ

か

　

穆
穆
た

る

司

徒、

厥
の

族
よ

り

以

て

昌
え
た

り
。

は

る

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

う
た

う

悠

悠
な
り

我
が

祖

先
は
、

陶
唐
の

世
か

ら

始
ま
っ

た
。

は

る

　
　
　

　

ぐ

し

ゆ

ん

邀
か

に

虞

舜

の

客
分
と

な
り

、

歴

世

光
を

垂

れ
た．、

ぎ

ょ

り

ゅ

う

　

　
か

　

　
つ

と

　

　

　

し

　
ゐ

　

　

　

　

　
た

ヂ

御

龍

は

夏
に

勤

め
、

豕

韋
は

商
を

翼
け
た

。

　

　

　

　

　

　
と
う

し

ヰ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

さ
か

穆
穆
た

る

司

徒

陶

叔

の

時
か

ら
、

厥
の

陶
氏

は

昌
え

た

の

だ
。

　
ふ

ん

う
ん

 
紛

紜
た

る

戰

國
、

漠

漠
た

る

衰

周
。

　

鳳

は

林
に

隱
れ
、

幽

人
は

丘

に

在
り

。

　

　

　

　

　

ま
き

お

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
お

ど
ろ

　

逸
軋
は

雲
を

撓

こ

し
、

奔
鯨
は

流
れ

を

駭

か

す
。

　

　

　

　

　

　
つ

ど
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

び

ん

こ

う
　

　

か

へ

　

天

は

有
漢
に

集
ひ

て
、

予
が

愍
侯
を

眷
り

み

る
。

ふ

ん

う
ん

紛

紜
と

亂
れ

た

戰

國
の

世
、

漠

漠
と

衰
え

し

周

王

朝
。

鳳

凰
は

林
に

隱
れ
、

幽

人

は

丘

に

在
っ

た
。

　

　

　

　

ま

き
お

　
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　
お

ど
ろ

逸

虻
は

雲
を

撓

こ

し
、

奔

鯨
は

流
れ

を

駭

か

し

た
。

　

　

　

　

　
つ

ど

　

　

　

　

　

　
　
び
ん

こ

う

天

論
認

纈
に

集
艶
い

う

我
が

愍

猴
物
ん

舎
が

恩

寵
を

受
け

た
。

 
於

赫

け
る

愍
侯
、

運

は

攀

龍
に

當
る

。
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つ

ご

　

　

ゆ

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

あ
ら

は

　

劍
を

撫
し

て

夙

に

邁
き
、

茲
の

武
功

を

顯

す
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

い

ほ

う
　
　

ひ

ら

　

書
し

て

山

河
に

誓
ひ

、

土

を

開

封
に

歐
く

。

　
ひ

　
ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
こ

と

　

さ

き

　

あ

と

　

　
み

　

疊
疊
た

る

丞

相
は
、

允

に

前
の

蹤

を
迪
む

。

あ
あ

　
か

が

や

　
　
　

　

　

　
ひ

ん

於
　
赫

か

し

き

愍
侯

、

運
は

攀
龍
に

當
っ

て

い

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

ら

は

劍

を
撫
し

て

早
く

か

ら

出
陣
し
、

あ
の

武
功

を

顯

し

た
。

漢
王

は

山
河
に

誓
っ

て
、

新
た

に

領
地
を

與
え

ら

れ

た
。

ひ

　
び

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

う
せ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
と

疊

疊
と

し

て

勤
め

た

丞

相
陶
青
、

誠
に

先
祖
の

蹤

を

歩
ん

だ
。

　
こ

ん

こ

ん

　

　

　

　

と
ほ

　

　

み

な

も

と

　

　

う
つ

う
つ

　

　

　

　
お
ほ

　

　
み
き

 
渾
渾

た

る

長
き

源
、

蔚

蔚
た

る

洪

き

柯
。

　

　

　

　
す
な

は

　
　
み

ら

ひ

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

つ

ら

　

羣
川

は

載

ち

導

か

れ
、

衆
條
は

載
ち

羅
な

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
と

　

　
　

　
さ
か

　

　

　

　

　
　

　
お

と

ろ

へ

　

時
に

默
と

語
と

有
り
、

運

は

固

よ

り

隆
ん

な

る

と

汗

る

と
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

か

や

　

我
が

中
晉
に

在
り

て
、

業
は

長

沙
に

融

く
。

こ

ん

こ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

と
ほ

　

み

な

も

と

　

　
フ

つ
う

つ

　

　

　
　

　

お

ほ

　

　

　

み

き

渾
渾

と

し

て

流
れ

る

長
き

源
、

蔚

蔚
と

茂
る

洪
き

な

柯
。

　

　

　

　

　

　

　
み

ら

ひ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
ス

だ

羣

川

は

そ

こ

か

ら

導

か

れ
、

衆

く
の

條
は

そ

こ

か

ら

分
れ

た
。

時
に

よ
っ

て

進
退

は

さ

ま

ざ
ま
、

運
に

は

盛

衰
が

有
っ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

が

や

我
が

東

晉
の

世

に

在
っ

て
、

功

業
を

長
沙
公

が

融

か

せ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　

　

い

さ

お

　

　
　

　
こ

 
桓

桓
た

る

長
沙
、

伊
れ

勳

あ

り

伊
れ

徳
あ

り
。

　

　

　

　

　

と
　

　

　
　
　

　

　
　

も
つ

ヱ
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

う

　

天

子

我
に

疇
ひ

て
、

專

ら
南

國
を

征
た

し

む
。

　

功

遂
げ

て

辭
し

歸
り

、

寵
に

臨
む

も
惑
は

ず
。

　

輙
か

訝

ふ

斯
の

心
、

而

し

て

近
ご

ろ

に

し

て

御
可

し

と
。

桓

桓
と

威

風
あ

る

長

沙
公
、

勳
功

は

あ

り

徳
も

あ
っ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

も
つ

ゴ
　
　

　
　
　
　
　
　
　

う

天

子

は

指
名

さ
れ

て
、

専

ら

南
國
を

征
た

し

め

ら
れ

た．、

功

遂

げ
て

辭
し

歸
り
、

恩

寵
に

臨

む

も
惑
い

は

な

か
つ

た
。

轗
か

謂
は

ん

斯
の

心
、

近

ご

ろ

に

し

て

律
可
き

も
の

と
。

　
つ

つ

し

 

肅

め

る

か

な

我
が

祖
、

終
り

を

慎
む
こ

と

始
め

の

如

し
。

　

　

　

　

　

　

　

な
ら

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
や

は
ら

　

直
き

こ

と
二

壼
に

方

び
、

惠

み

は

千
里

を

和

ぐ
。

　
あ

あ

お

ほ

　

　

　

　

　

　

ら

ら

　

あ

は

　

　

　

こ

こ

ろ
む

な

　

於

皇
い

な
り

仁
な

る

考、

淡
焉

く
し

て

虚

止

し

く
。

　

　

　
し
サ

く

う
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

く
ら

　

迹

を

夙

運
に

寄
せ

て
、

茲

の

慍
喜
を

冥
く

す
。

つ

つ

し
肅

め

る
哉

我
が

祖
父
、

終

り

を

慎
む

こ

と

は

始
め

の

如

く
。

な

ほ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
や

は

ら

直

き
こ

と

先

祖
の

二

人
に

方
び

、

惠
み

は

千

里

を

和

げ

た
。

あ
あ

　

お
ほ

於

皇
い

な
り

仁

な
る

父、

淡

泊
に

し

て

虚
心

。

　

　

　
し

ゆ

くロ
フ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

へ

ら

行

鋤
詑
れ

夙
幅

嗹
く

柴

寄
せ

て
、

』

唱

撫
哀

樂
を

冥

く

す
る

。

 
嗟

余
は

寡
陋
に

し

て
、

瞻

望

す
れ

ど

も

及
ば

ず
。

　
か

へ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

は

　
　
　
　

か

げ

　
　
　
　
　

　
　

ひ

と

　

顧
り

み

て

華
鬢
を

慚
ぢ
、

景

を

負
ひ

て

隻
り

立

つ
。

　

　

　

　

　

　

つ

き

　

三

千
の

罪
、

後

の

無
き

を

其
れ

急
と

す
。

　

　

　

　

お

も

　

　

　
　

　
　
こ

　

　
　

　
　
　
な

ん

ぢ

　

我

誠
に

念
ふ

哉
、

呱
と

し

て

爾

の

泣

く
を

聞

く
。

あ
あ

　

　

か

に

く

な

　

　

　

　

　

の

ぞ

嗟

私
は

寡
陋
で

あ
っ

て
、

瞻
望
ん

で

も

及

ば

ぬ

こ

と
。

か

へ
　

　

　

　

し

ら

が

　

　

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

と

顧

り

み

て

華

鬢
を

慚
ぢ
、

影
を

負
っ

て

隻
り

立
っ

て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

よ

つ

き

三

千

の

罪

の

う
ち
、

後

の

無
い

こ

と

が

最

も
重
い

。

　

　

　

　

　

　

お

も

　
　
　

　
　
　
　

こ

　
　
　
　

　
　
お

ま

ん

私

は

誠
に

そ

れ

を

念
い

つ

つ
、

呱
と

し

て

爾

の

泣

声
を

聞
い

た
。

　

　

　

　
こ

こ

　

め

で

た

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

こ

 
ト

し

て

云

に

嘉

き

日
、

占
ひ

て

爾
れ

良
き
時

。

　
な

ん

ち

　

な

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

さ
な

　

爾

に

名
け

て

儼
と

日

ひ
、

爾
に

字

し

て

求

思
と

い

ふ
。

　

朝
夕
に

温
恭

な
れ

、

癒

を

念
ふ

こ

と

歳
に

榲
て

せ

よ
。

　
な

　
　

　
　

　

　
　

こ

う

き

ふ

　

　
　

ね

か

　
　

　
　

　
　

　
　

　
お

よ

　

尚

ほ

想
ふ

孔

仮
に
、

庶
は

く

は

其
れ

企
ば
ん

こ

と

を
。

う
ら

な
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
め

で

た

ト

え

ば

そ
れ

は

嘉

き

日
、

占
え

ば

こ

れ

は

良
き

時
。

お

ま
え

　

な
つ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

さ

な

爾

に

名
け
て

儼
と

日

ひ
、

爾
に

字

し

て

求

思

と

い

ふ
。

朝
夕

に

温

恭

で

あ

れ
、

癒

を
畿
え

ば

褒

に

赫
て

す
。

な

　

　

　

　

　

　

　
き

ふ

　
　
　
ね

が

　
　
　
　
　
　
　

お
よ

尚
ほ

想
ふ

孔
仮
に

、

庶
は

く
は

其

れ
企

ば
ん

こ

と

を
。

　
ら
い

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
こ

ま

 
癘

夜
に

子

を
生
め

ば
、

遽
か

に

火

を

求

む
。

　

　

　

　

　

　

　
な

ん

　

凡

百

心

有
り

、

奚

ぞ
我
を

待
た

ん

や
。

　

既

に

其
の

生
ま

れ

た

る

を

見
、

實
に

其
の

可
な

ら

ん

こ

と

を

欲
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す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

　
　
　
　

　
い

つ
は

り

　

人
も
亦
た

言

有
り
、

斯
の

情

　
假

無
し

と
。

ら
い

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

に

わ

属
の

人
が

夜
に

子

を
生
め

ば
、

遽
か

に

火

を
求
め

る

と

か
。

全

て

の

親
に

そ
の

心
、

ど

う
し

て

私

だ

け

で

あ

ろ

う

か
。

既
に

其
の

生

ま

れ

た

る

を
見

て
、

實
に

立

派

に

育
て

と

思

う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

つ

は
り

人
も

亦
た

言
っ

て

い

る
、

子

を

思
う

情
に

假

無
し

と
。

　

　

　

　

　

　
や

う
や

　
　
ち

こ

 
日

や

月

や
、

漸

く

孩
よ

り

免
れ
ん

。

　

　

　
む
な

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
や

す

　

福
は

虚
し

く

は

至

ら

ず
、

禍

は

亦
た

來
た

り

易
し

。

　
つ
ご

お

よ
は

い

　

　

な

ん

ち

こ

　

夙

に

興

き

夜
に

探

ね

よ
、

願

く
は

爾

斯
れ

才
あ

ら

ん

こ

と

を
。

　
な
ん

ぢ

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
や

　
　

　

　

　
　

か

な

　

爾

に

し

て

之

れ

不

才
な
ら

ん

か
、

亦
た

巳

ん

ぬ

る

哉
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ち
こ

日

が

す
ぎ

月
が

過
ぎ
て
、

次
第
に

孩

か

ら

免
れ

て

く

る
。

　

　
む

な

福
は

虚
し

く
は

至
ら

な
い

し
、

禍
は

亦
た

來
た

り

易
い

。

　

　

　
お

　
　

　

　

　
　
　
は
げ

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

な
ん

ぢ

朝
早

く

興
き

夜

も

励
め

、

願
は

く

は

爾

に

才

あ
ら

ん

こ

と

を
。

爾
が

も
し

不

才
で

あ

れ
ば

、

そ

れ
も

亦
た

仕
方
の

な

い

こ

と
。

　
以

上
が

『

宋
書
』

4
、

5
、

6
の

内
容
で

あ

る

が
、

そ
こ

に

は

淵
明

に
つ

い

て

の

沈
約
の

ど

の

よ

う
な

見

方
が
込

め

ら

れ
て

い

る

の

で

あ

ろ

う

か
。

＊

『

宋
書
』

4
に
つ

い

て

1
傳
の

前

半
と

後
半
と
の

関
わ

り

　
上

述
の

よ

う
に

『

宋

書
』

本

傳
に

描
か

れ
た

淵
明

像
は

、

前
半

と

後

半
で

は

大
き

く

異
な
っ

て

い

る
。

沈
約

は

前
半
と

後
半
を

ど

の

よ

う
に

繋
い

で

い

る

の

で

あ
ろ

う

か
。

後

半
の

初
め

に

あ

る
『

宋

書
』

4
の

文

が
、

そ
の

繋
ぎ
の

文

に

な
っ

て

い

る

よ

う
だ

。

　

沈

約
は
、

『

晉

書
』

淵

明

傳
の

内

容
を

、

ほ

と

ん

だ

そ
の

ま

ま

前
半

に

使
っ

て

當
時

の

淵

明
像

を
示

し
、

そ

れ
を

踏
ま

え

た

う

え

で

後

半
に

お
い

て

先
ず

自

分
の

淵

明

解
釈
を
、

　

　

潛
弱

年
薄
宦
、

不

潔
去

就

之

迹
。

自
以

曾
祖

晉

世
宰

輔
、

恥

　

　

復
屈

身
後
代
。

　

　

自
高
祖
王

業
漸
隆
、

不
復

肯
仕

。

所

著
文

章
、

皆
題
其

年
月
、

　

　

義
熙

以

前、

則

書
晉
氏

年

號、

自

永

初
以

來
、

唯
云

甲
子

而

　

　

已
。

と

提

示
し

、

そ
の

あ

と
、

淵
明
の

二

作
品

を

挙
げ

る

こ

と

に

よ
つ

て
、

自

分
の

考
え

を

述
べ

る
つ

も

り
で

あ
っ

た

よ

う
だ

。

　

沈
約
は
、

淵
明

が

「

薄

宦
」

に

就
い

て

は

す

ぐ

に

止

め

て

「

去

就
の

迹

を

潔
く

し

な
か
っ

た
」

理

由

を
、

そ

の

性

格
が

「

た

く

ら

み

多
き

官
界
」

に

適
応
で

き

な
か

っ

た

こ

と

だ

け

で

な

く
、

曾

祖

と

う

か

ん

陶
侃

は

晉

世
の

宰
輔
で

あ
っ

た

の

に
、

自

分
は

「

身

を

後

代
に

屈
」

す
る

こ

と

を

恥
じ

た

た

め

と

見

て

い

る
。

　

そ

の

よ
う

な
淵

明
が

「

五

柳

先
生
」

の

よ

う
な

生

活

を

本

氣
で

考
え
て

い

る

は

ず
が

な

い
。

そ

れ

を

「

時

人
」

は

「

實

録
」

と

し

た

と

い

う
が

そ

れ

は

違
う
、

と
い

う
の

が

沈

約
の

思
い

で

あ
っ

た

ろ

う
。

彭
澤
令
を

「

我
不

能

爲
五

斗
米
折

腰
、

向

郷
里

小

人
。

」

と

言
っ

て

「

即

日
、

印
綬
を

解
き
て

職

を
去
」

っ

た
の

も
、

以

上

の

よ

う
な

先

祖
の

誇

り
が

背
景
に

在
っ

た
た

め

と
、

沈

約

は

見
て

い

た

よ

う
だ

。

＊

『

宋

書
』

5
（

「

與
子

儼
等
疏
」

）

1
収

録
の

意
図

「

輿
子

儼
等

疏
」

の

内
容
を

ま

と
め

る
と

、

・

自
分
が

榮

達
を
、

強
い

て

求
め

よ

う
と

し

な
か
っ

た

理

由
。
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生

命
は

天

地
が

與
え

た

も
の

で
、

生

あ
れ

ば
必

ず

終
る

。

古
よ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ひ

と

り

賢
聖

も
、

死

を

免
れ
た

者
は

獨

り

も
い

な
い

。

そ

れ

と

同

様

　

　

　
　

み

た

に

榮
達
は

妄
り

に

求
め

て

得
ら

れ
る

も
の

で

は

な

い
。

・

自
分

が

官
を

辭
し

て

隠
棲
し

た

理
由

。

性

格
が

剛

情
で

要

領
が

悪

く
、

人

と

ぶ

つ

か

る

こ

と

が

多
か

　
っ

た
。

思

う
に

こ

の

ま

ま

で

は

其
の

爲
に

、

家
族
な
ど

皆
に

必

ず

迷
惑

を

及

ぼ

す
に

違
い

な
い

と
。

か

く

て

勉
め

て

世
間
と

関

わ

り

を

持
た

な
い

よ

う

に

し

た
。

そ

の

た

め

五

十
歳
を

過

ぎ
て

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

と
　

と
く

も
、

こ

れ

ま

で

窮

苦
に

し

て

荼
毒

。

家
が

貧
弊
な

る

ゆ
え

に
、

東
へ

西
へ

と

遊
走
し

て
、

お

前
た

ち

幼
い

者

を
飢
え

凍
え

さ
せ

て

し

ま
っ

た
。

・

自
分
の

性

格
に

つ

い

て

少

年
の

頃
か

ら
読

書
を

好
み

、

閑
靜
を

愛
し

て

い

た
。

卷
を

開

い

て

心

に

得
る

も

の

有
れ

ば
、

便
ち

欣
然
と

し

て

食
を
忘
れ

た

　

　

　
　

　

　
　

ま
じ

し
、

樹

木
が

蔭
を

交
え

る

よ

う
に

な
り

、

時

鳥
の

聲
が

變
っ

て

　

　

　
　

　

　

く

わ

ん

じ

く

れ

ば
、

復
た

歡

爾
と

し

て

喜
ん

だ

も
の

だ
。

・

先
の

見
え

て

き
た

自
分
の

こ

と
。

　

　

　
　

　

　
　

　

せ

ま

思

慮
は

淺
く

見
識
は

陋
い

ま
ま
、

月

日

は

か

く

て

過
ぎ
て

往
く

。

は

る緬
か

に

昔
を
求

め
て

も
、

眇

然
と

し

て

ど

う
に

も

な

ら

な

い
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

お

と

ろ

疾

患
に

か

か
っ

て

以

來、

次
第
に

身
体
は

衰
損
え

て

ゆ

く
。

自

分
で

は
、

壽
命
が

盡
き

ん

と

し

て

い

る
の

で

は
と

恐
れ

て

い

る
。

・

苦
労

さ

せ

て

き
た

子

供
た

ち

に

謝
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
お

さ

な

恨
む

ら

く

は

お

前
た

ち
が

稚
小

く
、

家
は

貧
し

く

人
手

は

無

く
、

家
事
手

伝
い

の

苦
勞
が

無

く

な
る
の

は

何

時

の

こ

と

か
。

こ

の

こ

と

が
常

に

心

に

在
り
、

言
う
言

葉
も

無
い

。

・

兄
弟
仲
良
く

す
る

よ

う

に
。

　
こ

れ
ま

で

お

前
た

ち

に

苦
労
さ

せ

て

申
し

訳

な

い

こ

と

だ

が
、

　
同
じ

父

か

ら
生
ま

れ

た

兄
弟
だ

か

ら
、

ど

う
か

仲
良

く

し

て

ほ

　
し

い
。

・

子
供
を

戒

め

て
、

将
来
に

期
待
を

寄
せ

る
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
よ

　
詩
に

云
ふ
「

高
き

山
は

仰
が

れ
、

景
き

行
い

は

模
範
と

さ
れ

る
」

　
と

。

お

前
た

ち

く
れ

ぐ

れ

も
身

を

慎
ん

で

名

家
な

る

陶
氏

を

　

嗣

ぎ
、

「

高

山
」

と

仰
が

れ
、

「

景

行
」

を

模
範
と

さ

れ

る

よ

　

う
に

。

私

と

し

て

は
こ

れ
だ

け

を

言
っ

て

お

き

た

い
。

こ

れ

は
、

淵
明
が

そ

れ

ま
で
の

自
分
の

生

涯

を
振
り

返
っ

て

の

思

い

で

あ

る
。

す

な
わ

ち
、

「

栄
達
は
、

求

め

て

得
ら

れ

る

も

の

で

は

な

い
。

そ
の

た

め

私
は

性
に

合
わ
な
い

無
理
な
こ

と

は
し

な
か

っ

た
。

官
を

辞

し

て

隠
棲

し

た

の

は
、

性

格
が

剛

情
で

要

領
が

悪

く
、

人
と

ぶ
つ

か

る
こ

と

が

多
く

、

皆
に

迷

惑
を
か

け
る

懼
れ

が

あ
る

た

め

で

あ
っ

た
。

そ
の

結
果
、

家
族
を

貧
乏

な
め

に

あ
わ

せ

て

誠
に

申
し

訳
な
い

次
第
だ

。

そ

れ
は

自

然
の

中
で

の

自
由
な

暮
ら

し

を

願
う

、

自

分
の

性

格
に

も
よ

る

も
の

で

あ
っ

た

が
、

私

の

生

涯
も

、

こ

の

程
度
の

も
の

で

終
わ

り

そ

う
だ

。

お

前
た

ち

兄

弟
仲

良
く
し

て
、

人
々

に

模
範
と

さ

れ
る

よ
う

な
人

に

な

る

よ

う

に

努
力

し

て

ほ

し

い
」

と
。

　

傳
の

前
半
に

挙

げ
ら
れ

た
「

歸
去

來
辭
」

に

は
、

歸
田

の

際
の
、

自

然
の

中
で

生

活
が

で

き

る

喜
び

が

詠
わ

れ
て

い

る

が
、

こ

の
「

與

子

儼
等
疏
」

に
よ

れ
ば、

そ
の

後
の

家
族
の

暮
ら

し
は

か

な

り

苦
し

い

も
の

で

あ
っ

た

よ

う
だ

。

沈

約
が

此

の

「

疏
」

を

引
い

た
の

は
、

歸
田

し

て

か

ら
の

淵

明
一

家
の

生

活
が

「

歸
去

來

辭
」

に

詠

わ
れ
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て
い

る

よ

う
な

穏

や
か

な

も
の

で

は

な
か
っ

た

こ

と

を

示

す
た

め

で

も
あ
っ

た

ろ

う
。

＊

『

宋
書
』

6

（
「

命
子

詩
」

）

1
収

録
の

意
図

「

命
子

詩
」

の

内

容
を
ま
と

め

る
と

、

　

堯

舜
に

仕
え

て

以

来
、

戦

国
、

漢
と

家
を

傳
え

、

東

晉
の

宰

相

曾
祖
父

陶
侃

に

至

る

誇
る

に

足

る

先

祖
の

経
歴

を
、

全

十
章

の

う

ち

前
半
六

章
を

費
や
し

て

詠
っ

て

い

る
。

　

後
半

四

章
は

、

親
と

し

て

情

け
な
い

存
在
で

あ

る

自
分
の

こ

と

と
、

こ

の

た

び

生

ま

れ
た

子
へ

の

期

待
を

述
べ

る
。

−
こ

の

た

び

世

継
ぎ
の

子

が

生
ま

れ

た

こ

と

で
、

私
の

せ

め

て

も
の

務
め

が

果

た

せ

た
。

ど

う
か

無
事
に

育
っ

て

ほ

し

い
。

朝
早

く
起
き

、

夜
も

励
め

よ
。

願
わ

く
は

才
の

有
ら

ん

こ

と

を
。

も

し

不

才
で

あ

れ

ば
、

そ

れ

も

亦
た

仕
方
な

い

こ

と

だ

が

と
。

　

詩
の

前
半

六

章

は
、

［

宋
書
］

4
の

「

自

以

曾
祖

晉

世

宰
輔

、

恥
復
屈

身

後
代
」

の

証

明
で

あ

り
、

淵
明
が

高

位
に
つ

い

て

業

績

を

あ

げ
、

先
祖

の

名
に

恥
ち

な
い

存

在
に

な

る

こ

と

を
願
っ

て

い

た

こ

と

を

示
し

て

い

る
。

そ

の

願
い

を

叶
え

る

た

め

に

は
「

薄

官
」

に

就
い

て

い

た

の

で

は

ど

う
に

も
な

ら
な

い
。

淵

明
は

そ

の

為

に

「

去

就

を

潔
く
し

な

か

っ

た
」

の

で

あ

り
、

た

だ

に

官

界
に

馴
染

め

ぬ

性

格
的

な
理

由

に

よ

る

も
の

で

は

な

か
っ

た
。

ま

た

当

然
の

こ

と

な

が

ら

初
め

か

ら

隠
棲

を
希
望

し

て

い

た

わ

け
で

も
な

い
。

　

後

半
の

四

章

は
、

生
ま

れ
た

子
が
、

朝
に

晩
に

学
問

に

励

ん

で

　
「

温

恭
」

な

る

人

物

に

な
っ

て

ほ

し

い
、

「

強

情
」

で

頑

な
、

人

と

ぶ
つ

か

る

こ

と

が

多
い

私
の

よ

う

な

人

間

に

な

ら
な

い

よ

う

に
、

と
の

願
い

で

あ
っ

た
。

　

要
す

る

に

沈

約

は
、

淵

明
の

「

與
子

儼
等

疏
」

「

命

名
詩
」

を

挙

げ
て
、

古

代
か

ら

連

綿
と

続
く

そ
の

家
系
を

強

調
し

、

自
分
は

良
き

継

承
者
で
は

な
か
っ

た
が

、

お

前
た

ち
は

家
名
を

辱
め

な
い

よ

う
に

精

進
を

重
ね
て
ほ

し
い

と
い

う
、

父

親
と
し

て

の

淵
明
の

願
い

を

紹
介
し

て
い

る
。

三
、

ま

と
め

　
『

宋
書
』

陶
潛

傳
を

以

上

述
べ

た

よ

う

な

形
に

ま

と

め
た

沈

約

の

意
図
は

ど

こ

に

あ
っ

た

の

か
。

「

五

柳
先
生

傳
」

に
つ

い

て

は
、

「

時

人

は

之

を

實
録
と

謂
」

っ

た

と

あ
る

よ

う
に

、

「

脱

俗
」

「

清

貧
」

の

淵
明

像
形

成
の

重

要

な

資

料
で

あ

り
、

ま

た

官

界
に

決
別

し

自

然
の

中
で

自
由
に

生

き
る

こ

と

を

詠
じ

た
「

歸
去

來
辭
」

は
、

こ

れ

も
淵
明

像
形

成
に

効

果
の

あ
っ

た

作
品

で

あ

る

た

め
、

沈
約

は

そ

れ

ら

を

挙
げ

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

淵
明

に
つ

い

て

の

当
時
の

人
々

の

見

方

を
示

し

て

い

る
。

　

沈

約

と

し

て

は
、

淵

明
が

此
の

二

つ

の

作
品

を

書
い

た

背
景
を

次
の

よ

う

に

考
え

て
い

た

よ

う
だ

。

す
な

わ

ち
、

淵
明

は

先

祖
の

、

具

体
的

に

は

束

晉
の

宰

相
と

な
っ

た

曾

祖
父

陶
侃

の

よ

う

な

存
在

で

あ

り

た

い

と

願
っ

て

い

た

が
、

思

う
よ

う
な

官

に

恵
ま

れ

ず
、

ま

た

持

ち
前
の

「

強

情
」

で

要

領
が

悪

く
、

人

と

ぶ
つ

か

る
こ

と

の

多
い

自
分
の

性

格
が
、

家
族
ら

周
辺
の

皆
に

災

い

を

及

ぼ

す
こ

と

を

懼
れ

て
、

仕
官
を

諦
め

た
。

ま

た

時

代
は
、

陶
侃
の

仕
え

て

い

た

晉
王

朝
が

劉

裕
に

簒
奪
さ

れ
よ

う

と

し

て

い

た

こ

と

も
あ
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吟
、

出
仕
の

氣
持
ち
を

棄
て

て

し

ま
っ

た
。

か

く

て

「

五

御
先
生

傳
」

「

歸
去

來
辭
」

は

作
ら

れ

た

と
。

　

こ

の

よ

う
に

見
て

く

る

と
、

そ

れ

ら

は

隠
棲
を

願
っ

て
の

作
で

は

な
く
、

諸
々

の

事

情
で

窗
途
を

諦
め

ざ

る

を

得
な
く

な
っ

た

こ

と

に

よ

る

作
品

で

あ
っ

た
。

　

淵
明

の

隠
棲
を

以

上
の

よ

う
に

考
え

て

い

た

沈
約
は
、

そ
の

傳

を

ま

と

め

る

に

あ
た
っ

て
、

前
半
と

後

半

の

二

部
に

分
け

、

「

晉

史
」

に

記
さ

れ

て

い

た

内
容
を

、

ほ

ぼ
そ

の

ま

ま

前
半
に

置
き

、

「

五

柳
先
生

傳
」

と

「

歸
去

來
辭
」

に

よ
っ

て

當
時
の

淵

明
像
を

示
し

、

そ

れ

を

踏
ま
え

た

う
え

で

後
半
に

お
い

て

先
ず

自
分
の

淵

明

解
釈
を

握
示
（

『

宋

書
』

4
）

し
、

そ
の

あ

と

潛
の

二

作
品
「

與

子

儼

等
疏
」

「

命

名
詩
」

を

挙
げ

て
、

輝

か

し

い

先
祖

を

持
つ

誇
り

と
、

そ

の

名
を

汚
す

こ

と
の

な
い

よ

う
に

と
の
、

子

ど

も

た

ち
へ

の

願
い

と
戒
め

に

し

た

の

で

あ

ろ

う
。

　

銑
に

沈
約

『

宋

書
』

謝
霊

選

傳、

同

じ

く
顔
延
之

傳
で

見

て

き

た

よ

う
に
、

沈
約
は

自

分
の

考
え

て
い

る

謝
霊

運、

顔

延
之

像
に

基
づ

い

て

菓
の

傳
を

記
し

て

お

り
、

従
來
の

考
え

方
に

は

従
っ

て

い

な
か
っ

た

よ

う
だ

。

潛
の

傳
に

お
い

て

も
そ
の

立

場
に

変
わ
り

は

な
く

、

か

く
て

そ

れ
ま

で

の

陶
淵

明

傳
と

は

異
な

る

傳
が

書
か

れ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

　

注

 
「
沈
約
『

宋
書
』

顔

延
之

傳
に

つ

い

て
」

貸

中
国
中
世
文

学
研

究
」

55
）

　

　
「
沈

約
『

宋
書
』

謝
霊

運

傳
に

つ

い

て
一

（

「

中
国
中
世
文

学
研

究
」

　

56
）

 
『

晉
書
』

陶

潛
傳
に

関

す

る

逸
文

は
、

『

晉

書

輯

本
』

な
ど

に
よ

れ
ば

次

　

の

四

條
し

か

見

ら

れ

な
い

の

で
、

比

較
の

資
料
と

す

る

に

は

少
な

す

　

ぎ
る

。

　

臧
榮
緒
門

膏
書
騙

・

陶

潜

為

彭
澤

令
。

在

縣
、

公

田

悉
令
種

秕

穀
。

日
「
令
吾
常
酔
于
酒

足

矣
」

　

（
『

書
鈔
』

巻
七

八
、

縣
令
）

・

潜

解
印

後、

有
脚
疾

。

使
　

門

生
二

児
暴
籃
輿
、

詣
王

弘
。

既

至
欣

然、

　

與
之

飲

酒
。

（
『

書
鈔
』

巻
一

四

〇
、

輿）

　

何
法
盛
『

晉

中

興
書
』

・

陶

潜
為
彭

澤
令

。

督
郵
察
縣

。

縣

吏
入

白
「
當
板

履
而

就
詣
」

潜

日

「

吾

　

不

能
為
五

斗
米

、

折
腰
向

郷
里

小

豎。
」

于

是

挂

冠
而

去
。

（
『

書
鈔
』

巻

　

七

八
、

縣
令）

・

顔

廷
之

為
始
安

郡
。

道
經

尋

陽、

常
飲

淵

明
舎、

自
晨

達
昏

。

及

緇
明

　

卒
、

延

之

爲
誄
、

極

其
思
致

。

（

口 、

文

選
』

顔

廷

年
「

陶

徴
士

誄
扁

李
善

　

注〕

 
『

宋

書
』

陶

潛

傳
後

半
部
の

語

釈

［

義
熙
］

東
晉

宋
の

年

号
。

四
〇

五

〜
鬮
一

八
。

［
永

初
］

宋

初
の

年
号

。

四

二

〇

〜
四

二

二
。

［

井

爲
調
戒

日
｝
「

本
集
」

に
は

「
子

の

儼

ら
に
興
ふ

る

疏」
と
し

て

収
め
ら

　

れ
て
い

る。

　
（
「
與
子

儼
等
疏
」
）

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
げ

ゆ

　

し

　

ひ

ん

門

天
地

賦
命
］

こ

の

句
の

前
に

、

本
集
に
は
門
箭

儼

俟
扮
佚
像
 
ハ

儼
、

俟
、

价
、

　

い

つ

　

　
と

う

　

佚
、

侈
に

告
ぐ
）

六

字
が

あ

る
。

［

有
往
必

終｝

本

集
は

「

生

必

有

死
」

（
生

ま

る

れ

ば
必

ず

死

有
り
）

に

　

作

る
。
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［
子

夏
言

日
、

死
生

有
命、

富
貴
在
天
］

『

論

語
』

顔

淵

篇
に

「

子

夏

日

　

く
、

商

之

を

聞

く
、

死

生

命

有
り

、

富
貴

天
に

在

り
」

と
。

「

言

　

日
」

二

字
、

本
集
は

「

有
言
」

に

作
る

。

［

四

友
之

人、

親
受
音

旨
］

「

四

友
」

は
、

顔

回
、

子

貢、

子

張
、

子

路

　

を

指
す。

彼

ら
は

孔

子
か

ら

親
し

く

教
え

を
受
け

た

人
た

ち。

［

發
斯
談
者
］

死

生、

富
貴

、

窮
達

、

壽
夭
な
ど

を

談

ず

る
者
た

ち
。

［

豈
非
窮
達
不
可

妄
求
］
「

豈
」

字
、

「
本

集」

は

「

將
」

に

作

る
。

［

而
窮
苦
茶

毒
］

「

本

集
」

は

「
少

而

窮
苦
」

に

作

る
。

［
以

家
貧

弊
］
「

本

集」

は

「

毎

以

家
弊
」

に

作
る

。

［
與

物

多
忤
］

他

人
と

調

子
を

合
わ
せ

る

こ

と

が
で

き

な
い
。

　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
ひ

と

［

自
量

爲
己
、

必

貽

俗
患
］

「

物

と

忤
う

こ

と

多
き
」

が

故
に
、

家
族

や

　
一

族
の

者
に

迷
惑

を
か

け
る

こ

と

が

多
く

な

る
。

［

儡
俛
辭
世

］

「

偲
俛
」

は
、

努
め

励
む

こ

と
。

無

理

を

し

て

世
間
か

ら

　

離
れ
よ

う

と
し

た
。

［

使
汝

幼
而

飢
寒

耳
］

「
本
集
」

は

「

汝
」

の

下
に

「

等
」

字

あ
り

、

「

耳
」

　

字
無
し

。

　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
お

う

は

［
常

感
孺
仲
賢
妻
之

言
］
「
孺
仲
」

は

「
儒
仲
」

の

誤
り

。

後
漢
の

逸
民

王

覇

　

の

字
。

王

覇
が
、

我
が

子
の

「

蓬

髪
歴

齒
、

未
だ

禮
を

知
ら
ざ

る
」

　

　

よ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
わ

か

　

を

慚
じ

て

い

る
の

を

見
た

妻
が
、

「

君

少

く

し

て

清
節
を

修
め
、

榮

　

　

　

　
　
　

　

　
　
み
つ

か

　
　

　

　
　

　
　

　

　

い

つ

　

禄
を

顧

み

ず
。

君

　
躬

ら

勤
苦
す

。

子

安
く

ん

ぞ

耕
し

て

以
て

養

　

は
ざ

る

を

得
ん

、

い

 
ん

ぞ

黄
頭

歴

齒
な
ら

ざ
る

を

得
ん
。

奈
何
ぞ

　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

は

　

宿

志
を

忘

れ

て
、

兒

女

子

に

慚
ず
る

や
」

と
。

覇

は

屈
し

起
っ

て

笑

　

ひ

て

曰

く
「
是

れ

有
る
哉
」

と
。

遂
に

共

に

終
身

隠
遁

す
。

（
『

列

女

　

傳
』

第
二
）

「

本
集」

は

「

常
」

上

に

「

余
」

字
あ

り
。

［

室
無

莱

婦
］

『

列

女

傳
』

の
、

楚
の

老

莱

子

と

其
の

妻
の

話

を

踏
ま

え

　
る

。

楚
王

の

も
と

に

出

仕
せ

ん

と

す

る

老

莱
子
に

妻
が

言
う
に

は
「
妾

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

べ

ん

す
ゐ

　

之

を

聞
く、

食

酒
肉
を

以

て

す
可

き

者
は
、

隨
ふ

に

鞭

捶
を

以
て

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
ふ

え
づ

　

す
べ

し
、

授
く

る

に

官

禄
を

以
て

す
べ

き

者
、

随
ふ

に

鉄
鉞

を

以

て

　

す
べ

し
。

今

先
生

、

人
の

酒
肉
を

食
ひ

、

人
の

官
禄
を
受

く
。

此

れ

　

皆

人
の

制

す
る

所
な

り
。

乱

世
に

居

り
、

人
の

制
す
る

所
と

爲
る

。

　

能

く

患
を

免

れ
ん

や
」

と
。

老
莱
子

遂
に

其
の

妻
を
隨
へ

、

江

南
に

　

至

り

て

止

ま

る
。

［

良

獨

罔

罔
］

「

罔

罔」

二

字
、

「

本
集
」

は

「
内

愧
」

に

作
る

。

［

少

年
來

好
書
］

「

本
集」

は

「

少
學
琴
書
」

に

作
る

。

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

な
ん
ち

な
ん

［

便
欣

然

忘

食
］
『

論

語
』

述
而

篇
に

「

子
日

く
、

女

奚

ぞ
日

は

ざ

る
、

　

其
の

人
と

爲
り

や
、

憤

り

を

腰
し

て

食
を

忘
れ
、

樂

し

ん

で

以
て

憂

　

ひ

を

忘

る

と
」

と

あ

る
。

［

亦

復
歓
爾
有
喜
］
「
爾
」

字、

本

集
は

「

然
」

に

作
る
。

［

嘗
言
五

六
月
］

本
集

は
「
月
」

下
に

「

中
」

字
あ

り。

［

羲
皇
上

人
］

「

羲
皇」

は
、

帝
王

伏

羲
の

こ

と
。

「
上

人
」

は
、

そ
の

頃

　

の

人
の

意
。

［

意
淺

識

陋
］

「

陋
」

字
、

本
集
は

「

罕
」

に

作
る

。

こ

の

句
の

下
、

本

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

お

も

　

　
　
　
　

こ

　
　
　

　

た

も

　

集
に

は

「

謂

斯
言
可

保
」
（

謂
へ

ら

く
斯
の

言

保
つ

可

し
）

の

句

あ

　

り
。

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

は

な

は

［

日

月

遂
往］

こ

の

句
の

下
、

「

本
集
」

は

「

機
巧

好

疎
」

（

機
巧

　
好

だ

　

疎

な

り
）

の

句

あ
り

、

［

恨
汝

輩
稚

小
］
「

恨」

字
、

「

本
集
」

に

は

無
し

。

［

家
貧

無
役
］
「

無」

字、

本

集
」

は

「

毎」

に

作
る

。

［

然
雖

不

同
生
］

「
本

集
」

は

「

然
汝
等

雖
日

同

生
」

に

作
り
、

校
記

に

　
　「

目
、

　一

作

不
」

と

あ

る
。
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［
四

海

皆
弟

兄
］

『

論
語
』

顔

淵
篇

に

「

子

夏
日

く
、

四

海
の

内
、

皆
な

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

う
れ

　

兄
弟

な
り

。

君
子

何

ぞ

兄

弟
無
き
を

患
へ

ん

や

と
」

と
あ

る
。

［

鮑
叔
敬
仲、

分

財

無
猜
］
「
敬
」

字
、

「
本

集」

は

「

管
」

に

作
る

。

詳

　

細
は

『

史
記
』

管
鮑
列

伝
に

見
え

る
。

［

歸
生

伍
舉］

春
秋
時

代
の

楚
の

伍
舉
と
、

そ
の

友

人
の

歸

生
．

［
班
荊

道

舊
］

「
班
」

は
、

敷

く
。

「

荊
」

は

雜
草

。

襄
公

二

十
六

年
の

『

左

　

氏

傳
』

に
、

亡

命
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
く

な
っ

た

伍
舉
に
、

鄭
の

郊

　

外

で

歸
生

が

会
い
、

草

を

敷
い

て

伍

舉
の

歸

國
の

方

法

に

つ

い

て

相

　

談
し

た
こ

と

を

踏
ま

え

る
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

き

ヰ

う

［

以
敗
爲
成
］

管
仲

に

つ

い

て

い

う
。

管
仲
は

齊
の

公

子

糾

に

仕
え

、

　

鮑
叔
は

公

子

小

白

（
後
の

桓
公
）

に

仕
え
、

後

継

者
争
い

の

結

果、

　

小

白

が

勝
っ

た

が
、

鮑

叔
の

推
薦
で

管

仲
は

齊
の

相
と

な
っ

た
。

［

因
喪
立

功
］

伍

擧

は

初

め

亡

命

せ

ざ

る

を

得

な
か

っ

た

が
、

後
に

晞
生

　

の

お

か

げ

で

國

に
歸

り
、

功
績
を

挙
げ

る

こ

と
に

な
っ

た

の

を
い

う
。

［

況
共
父

之

人

哉
］

「

共」

字
、

「
本

集
」

は

「
同
」

に

作

る
。

［

潁
川

韓

元
長
］

後
漢
の

韓
融

、

字

は

元

長
。

『

後
漢
書
』

巻

九

〇

に

傳

　

が

有
る

。

［

身
處
卿
佐
］
「

卿
佐
」

は
、

執
政
補
佐
の

任
。

［

八

十

而

終
］

「
八
」

字
、

「
本

集」

は

「

七
」

に

作

る。

本

傳
に

は

「

獻

　

帝
の

初
め
、

太

僕
に

至

り
、

年
七

十

に
し

て

卒
す
」

と

あ
る
。

［
濟
北

氾

稚
春、

七

世

同
財
、

家
人
無

怨
色
］

晉
の

氾

毓
、

「
稚

春
」
は

字
。

『

晉

　

書
』

巻

九
一

に
「
毓
に

至

る
ま
で

七

世、

其
の

家

兒
に

常
の

父

無
く

、

衣

　

に

常
の

主

無
し
」
と

あ
る

。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
し

ゃ

か

つ

［

高
山

仰
止
、

景
行

行
止
］

『

詩
経
』

小

雅
、

車

壷
の

二

句
。

「

高
山

を

　

仰
ぎ
、

大

道
を

行
く
」

［

汝

其

慎
哉
、

吾

復
何
言
］

こ

の

二

句
の

上

に
、
「

本

集
」

は

「

雖
不

能

　
　

　

　

　

　
　

　
し

か

　

爾
、

至

心

尚

之
」

（

爾

す
る

能

は

ず
と
雖

も
、

至

心

之

を

尚
べ

）

二

　

句
が

あ

る
。

（

命
子

詩
）

［

陶
唐
］

堯
帝

。

陶
氏
の

祖
先

は

陶
唐
氏
で

あ

る

と

い

う
。

漢
、

韋

孟
「
諷

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

は

し

　

諫
詩
」
に
「

肅
肅
た
る

我
が

祖
、

國
す
る
こ

と

豕

韋
に

自
ま

る
」

と
。

淵

　

明

ま
で

の

系
譜
を

辿
る

と

「

陶
唐
−
御
龍

ー
豕

韋

−
陶

叔
−
舎

−
青

　

−
同

ー
丹

i
侃

−
茂

101

淵
明
」
と

な
る。

［

虞
賓
凵

「
虞
」

は
、

有
虞
氏

、

舜

帝
。

「

賓
」

は
、

賓
客

。

堯
の

子

の

丹

　

朱

は

舜
帝
の

客
分
と

し

て

待

遇
さ

れ

た
。

［
歴

世
垂

光
］

徳
の

有

る

人
が

代
々

出

て

き
た

。

「
垂
」

宇
、

本
集

は

「
重
」

　

に

作
る

。

［

御
龍
・

豕

韋
］

い

ず
れ

も

唐
氏
一

族
の

姓
。

「
御
龍
」

は
、

夏
の

劉
累

。

　

「

豕

韋
」

は
、

殷

代
の

人
。

　
　

　
つ
つ

し

［

穆
穆
］

敬

む

さ

ま
。

温

和
な
る

さ

ま
。

［

司

徒］

官
名
。

教

育
を

司

る
。

周
代
、

六

卿
の
一

。

陶
叔

は

周

の

司

徒

　

と

な
っ

た
。

［
厥

族
以

昌
】

陶
叔
が

司

徒
と

な
っ

て

か

ら

陶
族

は

世

に

顕
れ

た
。

［

紛

紜
戰

國
一

「

紛
紜
」

は
、

入

り

亂

れ
た

さ

ま
。

周
が

衰
え

て

よ

り

天

　

下
は

亂
れ

て

戦
国
と

な
っ

た
。

「

紜
」

字
、

本

集
は

「

紛」

に

作

る
。

［

漠
漠
衰
周
］

「

漠
漠
」

は
、

掴

み

所
の

な
い

さ

ま．、

周
の

衰
え

た

時

代

　

を
い

う
。

［

鳳

隱
于

林
］

鳳
凰

は

治
世

に

現

れ
、

亂

世

に

は

隠

れ

る

と

い

う
。

『

論

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
や

　

語
』

子

罕

篇
に
「
鳳

鳥
は
至

ら

ず
、

河
は

圖
を

出

さ

ず
、

吾

已
ん
ぬ
る

か

　

な
」

と

あ
る

。
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［
幽

人

在
丘
］
「
幽

人
」

は
、

隠

者
。

内
に

道

を

藏
し

て

い

る

人
。

『

周

易
』

　

　
　

　

　

　

　
ふ

　

履
卦

に

「

道
を

履
ん

で

坦

坦
、

幽

人

貞
吉
」

と

あ

る
。

［

逸
虹
撓

雲
、

奔
鯨

駭

流
］

「

軋
」

は
、

み

ず

ち
。

角
の

な
い

龍
。

乱

暴
者

の

　

暴

れ

回

る

こ

と

を
い

う
。

［

天

集
有

漢
］

天

命
が

周
、

秦

を

離
れ
て

漠
に

就

い

た

こ

と
。

［

眷
予

愍
侯
］

陶
舎
は

漢
の

高

祖
に

従
い
、

燕
、

代
を

伐
っ

て

功

績
あ

り
、

　

開
封

侯
に

封

ぜ

ら

れ
、

愍
と

諡

さ

れ

た
。

『

漢

書
』

高
帝
功

臣

表
。

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

あ
あ

　
か

が
や

［

於
赫
愍
侯
］
「
諷

諌
詩
」

に
「

於

赫

け

る

有
漢
」

と
。

［

運

當
攀

龍
］

「

運
一

は

時
運

。

「

攀
龍
」

は、

龍

に
つ

か

ま
っ

て

登

る

こ

　

と
。

英

主

に

従
っ

て

功
を

立

て

る
こ

と

を
い

う
。

『

後
漢
書
』

光
武

紀

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

も

と

　

に

「
士

大
夫
の

大

王

に

矢

石

の

問
に

從

ひ

し

は
、

固

よ

り

龍

鱗

に

攀

　

ぢ

鳳
翼
に

附
き
て
、

以

て

其
の

所

志

を

成

さ

ん

こ

と

を

望
む
の

み
」

　

と
。

［
撫

劍
夙

邁
、

顯
茲
武

功
］

陶
舎
が

漢
王

の

五

年
か

ら

既

に

従
軍
し

て

い

　

る

こ

と
。

［

參

誓
山

河
］

『

漢
書
』

高
惠
高
后

文

功
臣

表
の

序

に
、

高
帝
が

功

臣

に

　

封
爵

す
る
時
の

「
丹

書
の

信
」

「

白
馬
の

盟
」

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る
。

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

と
い

ヒ

　

　
「

封

爵
の

誓
い

に

曰

く
、

黄
河
を
し

て

帶
の

如
く
、

泰
山

を
し

て

属

　

の

若

か

ら

し

む

る

も
、

國
は

以
て

永
く

存
し
、

爰
に

苗
裔
に

及

ぼ

さ

　

　
　

　

　

　

　
　
か

さ

　

ん

と
。

是
に

於

て

申

ぬ

る

に

丹

書
の

信
を

以
て

し
、

重
ぬ

る
に

白

馬

　

の

誓
を

以
て

す
」

と
。
「

參」

字、

本
集
は

「

書
」

に

作
る
。

［

歐
土

開
封
凵

「

廠
土
」

は
、

領
地

を

拡
げ

る
こ

と
。

陶

舎
が

開

封

侯

に

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
こ

　

封
ぜ

ら

れ

た

こ

と

を
い

う
。

『

尚

書
』

武

成
に

「

惟
れ

先
王
、

國

を

建

　

　
　

　
ひ

ら

　

て

土

を

啓

く
」

と
。

「
聲

亶
丞

相
］

コ

畳

萱
」

は
、

倦
ま

ず

勤
め

る
さ

ま
。

『

詩

經
』

大

雅、

文

　
王

に

「

疊
甍

た

る

文

王
」

と
。

陶
青
は

漢
の

景

帝
の

二

年
か

ら

七

年

　

ま

で

丞

相
で

あ
っ

た
。

［
允
迪
前
蹤
一

「
前
蹤
」

は
、

先

祖
の

歩
ん

だ

道
。

『

尚
書
』

皐
陶
謨
に
「
允

　
　

　

　

　

　
ふ

　

に

厥
の

徳
を

迪
む
」

と

あ

る
。

［
渾

渾

長
源
］

流
れ
て

尽

き
な
い

さ
ま

。

［
蔚
蔚
洪
柯
］

「
蔚

蔚
」

は
、

こ

ん

も

り
と

茂
っ

て

い

る

さ
ま

。

［

羣

川

載
導

、

衆
條
載
羅
］

前

句
は

「

渾

渾
長

源
」

を

承

け
、

後
句
は
「
蔚

　

蔚
洪

柯
」

を

承

け

る
。

陶
姓
の

分

家
が

多
く

で

き
た

こ

と

を

言
う

。

［
時

有
默
語
］

陶

氏

に

は

時

に

応
じ

て

仕
え

る

者
、

仕

え

な
い

者
が

あ
つ

　

た

こ

と

を
い

う
。

『

周

易
』

繋
辭
傳
上

に

「
君

子
の

道
、

或
い

は

出
で

　

或
い

は

處
り
、

或
い

は

語
り

或
い

は

黙

す
」

と

あ

る
。

「

默
語
」

二

字
、

　

本

集
は

互

倒
し

て

「

語

默
」

に

作
る

。

［

運
固
隆

汗
］

時
運
に

盛
衰
が

あ
っ

た

こ

と

を
い

う。

本
集
は

「

固
」

字

　

を

「

因
」

に
、

「

汗
」

字
を
「，
窟
」

に

作
る

。

［

在
我
中
晉
］

「

中
晉
」

は
、

東

晉
の

こ

と
。

［

業
融
長
沙
］

そ
の

功
績
は

長

沙
に

輝
い

た
。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

か

ん

［

桓

桓

長

沙］

長

沙
侯
は

淵
明
の

曾

祖
父

侃
の

こ

と
。

東

晉
に

仕
え

長
沙

公

　

に

封

ぜ

ら

れ
、

桓

と

諡
さ

れ

た
。

「
桓
桓
」

は
、

威

風
有
る

さ

ま
。

『

詩

　

経
』

周

頌
、

桓
に

「

桓

桓
た

る

武
王
」

と

あ

る
。

［
天

子

疇
我

、

專

征
南
國
］

天

子

が

長

沙

公
に

南
方
征

伐
の

事
を

相
談
さ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

た

れ

　
　
　
　

　
　
し

た
が

　
　
　
　
と

　

れ

た
。

『

尚
書
』

堯

典
の

「
疇
咨

若

時
登

庸
」

（

疇
か

時
に

若

ふ

を

咨

　

ひ

登

庸
せ

ん
）

に

拠
っ

た
の

で

あ

ろ

う
。

「

我
」

は
、

長

沙
公
。

「

專

　

征
南

國
」

は
、

蘇
峻、

祖
約
の

反

亂
を

討

伐
し
た

こ

と
を
い

う。
「
南
國
」

　

は
、

歴

陽
を

い

う。

［

功
遂
辭
歸
］

官

職

を

辞
め

て

郷

里

に

歸
っ

た
。

『

老

子
』

第
九

章
に

「
功
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遂
げ

て

身
退

く
は
、

天

の

道

な
り
」

と

あ

る
。

［

臨

寵
不

惑
］

寵
命
を

受
け

た

が

「

辭
歸
」

の

思
い

を

変
え

な
か

っ

た
。

　

「，
惑」

字、

本
集
は

「
戚
」
に

作

る。

心

変
わ
り
し

な
い

こ

と
。

［

孰
謂

斯
心

、

而
可
近

得
］

こ

の

よ

う

な
心
は
、

近

頃
の

人

に
は

見

ら

れ

　

な
い
。

［

肅
矣

我
祖
］

陶
淵
明
の

祖

父

茂
の

こ

と
。

武

昌

太
守
で

あ
っ

た
。

［

慎
終
如
始
］

「

老

子
』

第
六

四

に

「

終
り

を

慎

む

こ

と

始
め
の

如

く
せ

　

　
　

　
　
や

ふ

　

ば
、

事
を

敗
る

無
し
」

と

あ

る
。

［

直
方
二

臺
］

「
方
」

は
、

比

す
る

こ

と
。

「

二

臺
」

は
、

丞

相

陶

青
と

長

　

沙

公

陶

侃
の

こ

と
か
。

［

惠
和
千

里
］

「

千

里
」

は
、

千

里

四

方
。

郡
の

治

め

る

範

囲
。

祖

父
の

　

茂

が

武

昌

太

守
と

し

て

善

政

を
布
い

た

こ

と
。

［

於
皇

仁

考
］

「
皇
」

は

偉
大

。

「

考
」

は
、

亡

父

の

美

称
。

名
は

不

明．、

［
淡

焉

虚
止
］

「
淡

焉
」

は
、

名

利
に

淡

泊

な

さ
ま

。

「
虚
止
」

は
、

虚
心

。

　

「

焉
・

止
」

は

助

辞
。

［
寄
迹
夙

運
］

自

然
の

中
に

身

を

託

し
、

俗

世
間
を
避
け
た

こ

と

を
い

う
。

　

「

夙
」

字
、

本

集
は

「
風
」

に

作
る

。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
こ

　
　
　

　

　

　
　

お

［

冥

茲
慍

喜
］
「
冥
」
、

『

本

集
』

は

「

眞
」

に

作
る。
「
茲
の

慍
喜

を
虞
く
」

。

［

瞻
望
靡
及
］

父

祖
の

如

く

あ
り
た

い

と

望
む

も
、

及
び

も
つ

か

な

い
。

　

『

詩

経
』

郡
風
、

燕

燕
に
「

瞻
望
す
る

も

及
ば

ず
、

泣
涕
は

雨
の

如

し
」

　

と

あ

る。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
ひ

と

［

負
景

隻

立
］

後
漢

、

崔

駟
「
達
旨
」

に
「

影
を

抱
い

て

特

り

立

ち
、

士

と

羣

　

せ

ず
」

と

あ

る。

［

三

千
之

罪
］

『

孝
經
」

五

刑

に

「

五

刑
の

屬

三

千
、

罪
は

不

孝
よ

り

大

　

な

る
は

無

し
」

と

あ

る
。

人

間
の

犯

す

多
く
の

罪
。

［

無
後
其
急
］

「

無

後」

は
、

後
継
ぎ
の

無
い

こ

と
。

『

孟

子
』

離
婁
下
に

　

「

不

孝
に

三

有
り

、

後

無
き

を

大
と

爲
す
」

と

あ

る
。

［

卜
云

嘉
口

、

占
爾

良
時
］

「

卜
」

は
、

亀
の

甲

を

焼

き
、

そ
の

割

れ
目

　

に

よ

っ

て

吉
凶
を

判
断

す
る

こ

と
。

［

名
爾

日

儼
］

『

禮
記
』

曲

禮
上

に

コ
儼

と

し

て

思

ふ

若
し
」

と
。

注
に

　

「

儼
は

、

矜
莊
の

貌
」

と

あ

る
。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

お
た

　

　

　

　

　

う
や

う

や

［

温

恭

朝
夕
］

『

詩

経
』

商
頌
、

那

に

「

温

や

か

に

恭

し

朝

夕

に
、

　

　

　
と

　

　
　
　
つ

つ

　

事

を

執

り
て

恪

し

む

有
り

」

と

あ
る。

［

念
茲
在
茲
］

「

温

恭

朝
夕
」

と
い

う

こ

と

を
忘

れ

な
い

よ

う
に

、

と
い

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
お

も

　
　

　

　

　
　
お

い

　

う
こ

と
。

『

尚
書
』

大

禹
謨
に
「

茲

を

念
ふ

茲
に

在
て

す
」

と
あ

る
。

［
尚

想
孔
仮
］

孔

子
の

孫、

名

は

子

思
、

宇
は

仮
。

子
の

字

を

求
思

と
し

　

た

わ
け

を

言

う。

［
庶
其
企

而
］
「
企
」

は

企
及

の

意
。

「
而
」

は

助
辞

。

［
属

夜
生

子
］

「
属
」

は
、

癩

病
。

『

荘

子
』

天

地

篇
に
「

属
の

人

は
、

夜

半

　

に

子

を

生

め

ば
、

遽
か

に

火

を

取

り

て

之

を

視

る
。

汲

汲

然
と

し
て

　

唯

だ

其
の

己
に

似
る
こ

と

を
恐

る
る

な
り
一

と

あ
る

。

［
日

居

月

諸
、

漸
免

于

孩
］

月

日

が

経
つ

に

従
っ

て
、

や
が

て

成
人

と

な

　

る

こ

と

だ

ろ

う
。

「

居
・

諸
」

は

助
辞

。

『

詩

経
』

郡

風
、

日

月
に
「
日

啓

　

　

　
や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
や
し

な

　

　

　

お

　

月
諸
、

東

方

よ
り

出
づ
。

父

や

母

や

我

を

畜

ひ

て

卒
へ

ず
」

と
あ

る
。

［

福
不

虚

至
、

禍

亦

易
來
］

『

淮

南
子
』

謬
稱
訓

に

「

行

ひ

合
し

て

名

は

　

　

　
　

　
　

　

　

む

な

　

之

に

副
ふ

。

禍
福
は

虚
し

く
は

至

ら

ず」

と

あ

る
。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
よ

は
　

　

い

［

夙

興
夜
寐
、

願

爾

斯
才
］

『

詩

経
』

小

雅
、

小

宛
に
コ
夙

に

興
き

夜

に

寐

　

　

　
　

　
　

　

は

ず

　

ね
、

爾
が

所
生

を

忝
か

し

む

る

無
か

れ
」

と

あ

る
。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

ふ

［

爾
之
不

才
、

亦

已

焉

哉
］

『

詩

経
』

衛
風、

氓
に
「

反
む
を

是
れ
思
は

ず
、

　

　

　
や

　

亦
た

巳
ん
ぬ

る
哉
」

と
あ

る
。
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